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はじめに

『Forte™ for Java™, Enterprise Editionチュートリアル』へようこそ。このチュート
リアルでは、Forte for Java, Enterprise Editionに導入された次の機能の使用方法につ
いて学習します。

� EJB™ 1.1 ビルダー—チュートリアルアプリケーションの Enterprise JavaBeans™
コンポーネントを作成、開発、作成する

� EJBモジュールアセンブリ— EJB コンポーネントを EJBモジュールにアセンブル
し、EJB Java Archive (JAR) ファイルにエクスポートする

� テストアプリケーション機能— J2EEリファレンス実装 (Reference
Implementation: RI)をアプリケーションサーバーとして使用し、クライアントを手
動で作成せずに Enterprise Beansをテストする

� Webサービスモジュール—既存の EJBコンポーネントからWebサービスを構築
し、Webブラウザで表示可能な JSP™ ページを生成する

� J2EEリファレンス実装モジュール—チュートリアルアプリケーションを配備し、
テストする

このマニュアルで説明する作業は、次のプラットフォームおよびオペレーティングシ
ステムで実行できます。

� Solaris™ 8 (SPARC ™プラットフォーム版)
� Microsoft Windows 2000, SP2
� Microsoft Windows NT 4.0, SP6
� Red Hat Linux 6.2
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このマニュアルに掲載している画面イメージは、すべてWindows版の Forte for Java
ソフトウェアのものです。他のプラットフォームを使用する場合でも、表示上の違い
はわずかであるため、内容を理解するのには問題ありません。ほとんどの手順で
Forte for Javaのユーザーインタフェースを使用しますが、場合によってはコマンド行
にコマンドを入力する必要があります。その場合は、次のように、Microsoft
Windowsの「コマンドプロンプトウィンドウ」でのプロンプトと構文が例として示さ
れています。

UNIX® や Linux環境では、次のようなプロンプトとなり、¥マーク (またはバックス
ラッシュ)ではなくスラッシュを使用します。

お読みになる前に
このチュートリアルでは、Java 2 Platform, Enterprise Edition Blueprints リソースに
記載されているアーキテクチャに準拠したアプリケーションを作成します。Forte for
Java Enterprise Editionの機能を使用した、J2EE準拠のアプリケーションの作成、開
発、配備に関する作業を理解するためにこのチュートリアルが役に立ちます。チュー
トリアルを開始する前に、次の内容をよく理解しておく必要があります。

� Javaプログラミング言語
� Enterprise JavaBeansの概念
� Javaサーブレット構文
� JDBC™ 対応のドライバ構文
� JavaServer Pages 構文
� HTML 構文
� リレーショナルデータベースの概念 (表やキーについて)
� 特定のデータベースソフトウェアを使用して表を作成する方法
� J2EEアプリケーションのアセンブリの概念
� J2EEアプリケーションの配備の概念

c:¥>cd MyWorkDir¥MyPackage

% cd MyWorkDir/MyPackage
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このチュートリアルでは、次に示すような J2EEの概念に関する一般的な知識が必要
です。

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Blueprints
www.java.sun.com/j2ee/blueprints

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Specification

www.java.sun.com/products

� Java 2 Enterprise Edition Developer’s Guide

www.java.sun.com/j2ee/j2sdkee/devguide1_2_1.pdf

� Java Servlet Specification, v2.2

www.java.sun.com/products/servlet/index.html

� JavaServer Pages Specification, v1.1
www.java.sun.com/products/jsp/index.html

本書の構成
このマニュアルは、初めから順を追って読むことを前提に作成されています。チュー
トリアルの各章は、前の章で作成したコードに基づいて構成されています。

第 1章では、チュートリアルに必要なソフトウェア要件、Java 2 SDK, Enterprise
Editionソフトウェアの起動方法、Forte for Java統合開発環境 (IDE) の起動方法、
J2EEリファレンス実装を実行するための IDE の設定方法、チュートリアルデータ
ベース表の作成方法について説明します。また、インストールされる Forte for Java
ディレクトリの一覧と説明も記載されています。

第 2章では、チュートリアルアプリケーションの機能とアーキテクチャについて説明
します。

第 3章では、チュートリアルアプリケーションの EJB層の作成方法を順を追って説明
します。ここでは、Forte for Javaのテストアプリケーション機能を使用し、各 Bean
の配備をテストする方法についても説明します。

第 4章では、Webサービスモジュールを使用し、アプリケーションのビジネスメソッ
ドに基づいた XML オペレーションを作成し、自動的にWeb サービスを生成し、各ア
プリケーションをクライアントでテストする方法について説明します。

第 5章では、第 4章のWebサービスで生成された出力に基づき、クライアントペー
ジがどのように構築されているかについて説明します。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用します。

コード例は次のように表示されます。

� C シェルプロンプト

表 P-1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例を示し
ます。

.login ファイルを編集します。
ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。
system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して示します。

system% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用す
る特定の名前または値で置き換
えます。

ファイルを削除するには
rm filename と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示し
ます。

第 5章「衝突の回避」を参照して
ください。
この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

sun% grep ‘^#define \

　 XV_VERSION_STRING’

system% command y|n [filename]



はじめに    xv

� Bourneシェルおよび Korn シェルのプロンプト

� スーパーユーザーのプロンプト

[ ] は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示しt
ています。

|は区切り文字 (セパレータ) です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

プラス記号 (+) は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば Ctrl+Dは
Control キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Forte for Javaのマニュアルは、Acrobat Reader (PDF)ファイル、オンラインヘルプ、
サンプルアプリケーションの Readmeファイル、Javadoc™文書の形式で提供してい
ます。

オンラインで入手可能なマニュアル

次のマニュアルは、Forte for Javaのポータルサイト、docs.sun.comのWebサイ
ト、およびインターネットオンラインブックストアの Fatbrain.com から入手すること
ができます。

示すマニュアルは、Forte for Javaポータル、docs.sun.comのWebサイト、
およびインターネット上の書店 Fatbrain.com から入手できます。

system$ command y|n [filename]

system# command y|n [filename]
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次のマニュアルは、Forte for Javaのポータルサイト、docs.sun.comのWebサイ
ト、およびインターネットオンラインブックストアの Fatbrain.com から入手すること
ができます。

Forte for Javaポータルサイトでのマニュアルの入手先は、
http://www.sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.htmlです。
docs.sun.com の URLは、http://docs.sun.comです。Fatbrain.com の URL
は、http://www.fatbrain.com/documentation/sunです。

� リリースノート (HTML形式)

Forte for Javaの Editionごとに用意されています。このリリースでの変更情報と
技術上の注意事項を説明しています。

� インストールガイド (PDF 形式)

Forte for Javaの Editionごとに用意されています。対応プラットフォームへの
Forte for Javaのインストール手順を説明しています。さらに、システム要件、
アップグレード方法、Webサーバーやアプリケーションサーバーのインストール、
コマンド行での操作、インストールされるサブディレクトリ、Javadocの設定、
データベースの統合、アップデートセンターの使用方法などが含まれます。

� Forte for Javaプログラミングシリーズ (PDF 形式)

Forte for Javaの各機能を使用して優れた J2EEアプリケーションを開発するための
方法を詳細に説明しています。

� 『Web コンポーネントのプログラミング』 Part No. 816-2849-01

JSPページ、サーブレット、タグライブラリを使用し、クラスやファイルをサ
ポートするWeb アプリケーションを J2EE Web モジュールとして構築する方法
を説明しています。

� 『持続プログラミング』 Part No. 816-2850-01

Forte for Javaが提供するさまざまな持続性プログラミングモデルのサポート機
能について説明しています。特に、JDBCと透過的な持続性についてを詳細に説
明しています。



はじめに    xvii

� 『Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング』 Part No.
816-2845-01

Forte for Javaの EJBビルダーウィザードや、その他のグラフィカルユーザーイ
ンタフェースを使用し、Enterprise JavaBeans コンポーネント (コンテナ管理や
Bean管理の持続性の機能を持つセッション Beanやエンティティ Bean) を作成
する方法を説明しています。

� 『Web サービスのプログラミング』 Part No. 816-2844-01

Web サービスモジュールが提供するツールを使用してWeb サービスを構築する
方法を説明しています。Web サービスは、XML (Extensible Markup Language)
文書の形式で提供されるアプリケーションビジネスサービスであり、HTTPを介
して配信されます。

� 『XMLデータサービス用 JSP のプログラミング』 Part No. 816-2843-01

Forte for Java Enterprise Service Presentation Toolkit (Forte ESPツールキット)
を使用し、HTML に動的 XMLデータを組み込む方法を説明しています。

� 『J2EEモジュールおよびアプリケーションのアセンブルと実行』 Part No.
816-2846-01

EJBモジュールとWebモジュールを組み合わせて J2EEアプリケーションを作成
する方法と、J2EEアプリケーションを配備して実行する方法を説明していま
す。

� Forte for Javaチュートリアル (PDF 形式)

チュートリアルアプリケーションは、ユーザー設定ディレクトリの下の
sampledir/tutorialディレクトリにあります。

� 『Forte for Java, Community Editionチュートリアル』 Part No. 816-2847-01

Forte for Java, Community Editionのツールを使用し、簡単な J2EE Web アプリ
ケーションを作成する方法を順を追って説明しています。

� 『Forte for Java, Enterprise Editionチュートリアル』 Part No. 816-2848-01
(このマニュアル)

Enterprise JavaBeansコンポーネント、アプリケーションテスト機能、Forte for
Java Web サービス技術を使用し、アプリケーションを作成する方法を順を追っ
て説明しています。
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オンラインヘルプ

オンラインヘルプは、Forte for Java開発環境内から参照できます。ヘルプキー
(Solaris オペレーティング環境では Help キー、Windows および Linux 環境では F1
キー)を押すか、「ヘルプ」 > 「内容」を選択します。ヘルプの項目と検索機能が表
示されます。

プログラム例

Forte for Javaの機能を紹介したプログラム例が、関連する Readmeファイルととも
に、ユーザー設定ディレクトリの sampledir/examplesディレクトリに置かれてい
ます。また、Forte for Javaのポータルサイトから、Enterprise Editionに固有のサン
プルファイルをダウンロードし、それらを sampledir/examplesディレクトリに置
くこともできます。チュートリアルアプリケーション (本書および『Forte for Java,
Community Editionチュートリアル』で説明されているアプリケーションを含む )は
すべて、sampledir/tutorialディレクトリに置かれています。

Javadoc

Javadoc形式のマニュアルは、Forte for Javaの多くのモジュールに用意されており、
IDE の中で参照できます。このマニュアルの使用方法については、リリースノートを
参照してください。IDE を起動すると、エクスプローラの Javadocタブで Javadocマ
ニュアルを参照できます。

Sunのマニュアルのオンラインでの提供
Sun の各種システムのマニュアルを、次のWeb サイトで提供しています。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs

Solarisのマニュアルセットとその他の多くのマニュアルを、次の Webサイトで提供
しています。

http://docs.sun.com
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Sunのマニュアルの注文方法
Sun の製品マニュアルは、Fatbrain.comインターネットブックストアを通じて米国
Sun Microsystems, Inc.に直接注文できます。Fatbrain.com の Sun Documentation
Center へは次の URL でアクセスできます。

http://www.fatbrain.com/documentation/sun

ご意見の送付先
Sun のマニュアルについてのご意見やご要望をお寄せください。今後のマニュアル作
成の参考にさせていただきます。次のアドレスまで電子メールをお送りください。

docfeedback@sun.com

電子メールのタイトルに、対象マニュアルの Part No. (このマニュアルの場合は
816-2848-01)を明記してください。
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1

第1章

チュートリアルを開始する前に

この章では、Forte for Java, Enterprise Editionのチュートリアルを開始する前に必要
な作業について説明します。インストールの詳細については、『Forte for Java,
Enterprise Editionインストールガイド』で説明していますが、ここでもその一部をと
りあげています。この章の内容は次のとおりです。

� 1ページの「チュートリアルアプリケーションのソフトウェア要件」
� 3ページの「チュートリアルデータベース表の作成」
� 7ページの「Java 2 SDK, Enterprise Editionの起動」
� 9ページの「Forte for Java IDE の起動」
� 12ページの「リファレンス実装を実行するように IDE を設定する」
� 14ページの「Forte for Javaのディレクトリ構造」

チュートリアルアプリケーションのソフトウェア
要件
この節では、Forte for Java, Enterprise Editionのチュートリアルを開始する前にシス
テムを準備する方法について説明します。Forte for Java統合開発環境 (IDE) の実行に
必要なコンポーネントだけでなく、チュートリアルアプリケーションの作成と実行に
必要なコンポーネントがすべてそろっているかどうかを確認します。

一般的なシステム要件については、リリースノートまたは Forte for Javaのポータル
http://www.sun.co.jp/forte/ffj/index.htmlから参照できます。
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Forte for Java IDE の実行に必要なコンポーネント

Forte for Java IDE では、Java Development Kit (JDK™)が必要です。IDE をインス
トールすると、インストーラがユーザーのシステム内で JDKソフトウェアを検索し、
システム上に正しいバージョンがインストールされていない場合は、その旨をユー
ザーに通知してインストールを停止します。JDKの適切なバージョンは、Forte for
Javaのポータルからダウンロードできます。

チュートリアルアプリケーションの作成と実行に必要なコ
ンポーネント

チュートリアルの作成と実行には次のものが必要です。これらの一部は、Forte for
Java, Enterprise Edition のデフォルトインストールに含まれています。

� Webブラウザ

チュートリアルアプリケーションのページを表示するにはWebブラウザが必要です。
Webブラウザとしては、Netscape Communicator™または Microsoft Internet
Explorerを使用できます。Netscape Communicator, version 4.7xは、Forte for Javaの
ポータルからダウンロードできます (製品 CD-ROM にも含まれています)。

� Webサーバー— Tomcat, version 3.2

チュートリアルでは、Webアプリケーションを使用するためWebサーバーが必要
です。このチュートリアルでは、IDE にバンドルされている Tomcatの組み込み
バージョンを使用します。これには、テストを目的としたWebサーバーの機能が
あります。

� データベースソフトウェア— PointBase Network Server, version 3.5

Forte for Java, Community Editionのインストール時に PointBase をインストール
できます。PointBase がインストールされているかどうかを調べるには、Forte for
Javaがインストールされているディレクトリ下に pointbaseディレクトリが存在
するかどうかを確認します。PointBase がインストールされていない場合は、イン
ストーラを再度起動してインストールを行うことができます。
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� J2EEリファレンス実装 (Reference Implementation: RI) version 1.2.2

チュートリアルの J2EEアプリケーションを配備するには、アプリケーションサー
バーが必要です。ここでは、J2EEリファレンス実装の特別なバージョンを使用する必
要があります。これは、Java 2 SDK, Enterprise Edition, version 1.2.2に含まれている
もので、Forte for Javaのポータルからダウンロードすることができます (製品
CD-ROMにも含まれています)。

IDE に対して、使用しているアプリケーションサーバーを通知する必要があります。
この方法については、12ページの「リファレンス実装を実行するように IDE を設定
する」に記載されています。

チュートリアルデータベース表の作成
Forte for Java, Enterprise Editionのチュートリアルでは、2つのデータベース表が必
要です。これらの表を作成するには、rest_pb.sqlという SQL スクリプトを使用し
ます。このスクリプトは、ユーザー設定ディレクトリの
sampledir/tutorials/DiningGuide/SDbディレクトリにあります。

注 - rest_pb.sqlスクリプトは、実際には 2つのバージョンの EatersDigest表を作
成します。1つは標準のデータベースで、これを使用して EJBコンポーネントと
詳細クラスを作成します。もう 1つは変更バージョンで、これは J2EEリファレ
ンス実装プロトコルで文字列「EJBTable」を表に追加し、それぞれの表名と列名
を引用符で囲む処理をサポートするものです。表の変更バージョンは、EJB層を
テストする際にユーザーのデータベースに定義されているため、アプリケーショ
ンを配備するたびに RIがデータベース表を作成および削除しないようにプロパ
ティを設定します。他のアプリケーションサーバーを使用する場合は、表を引用
符で囲む必要はありません。
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rest_pb.sql スクリプトで作成するデータベーススキーマを、表 1-1に示します。

Restaurant (および "RestaurantEJBTable")表には、表 1-2 に示すレコードが含まれて
います。

表 1-1 EatersDigestデータベース表

表名 列 主キー その他

Restaurant restaurantName ○

cuisine

neighborhood

address

phone

description

rating

CustomerReview restaurantName ○ 複合主キー (CustomerName が
Restaurant 表の restaurantNameを
参照している)

customerName ○

review

表 1-2 Restaurant 表のレコード

restauran

t-Name cuisine neighborhood address phone description rating

French

Lemon

Mediterranean Rockridge 1200 College

Avenue

510 888

8888

Very nice

spot.

5

Bay Fox Mediterranean Piedmont 1200 Piedmont

Avenue

510 888

8888

Excellent. 5
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CustomerReview 表には、表 1-3のレコードが含まれています。

"CustomerreviewEJBTable"表には、表 1-4 のレコードが含まれています。

次の指示に従って、これらの表を PointBase データベースにインストールします。

1. PointBase Network Server を起動します。

� Solarisまたは Linux 環境の場合
forte4j-home/pointbase/networkディレクトリの netserver.shファイルを実
行します。

� Microsoft Windows の場合
「スタート」>「プログラム」>「Forte for Java CE」>「PointBase」>「Network
Server」>「Server」を選択するか、forte4j-home/pointbase/networkディレク
トリの netserver.batファイルをダブルクリックします。

2. PointBase コンソールを起動します。

� Solarisまたは Linux 環境の場合
forte4j-home/pointbase/clientディレクトリの console.shファイルを実行し
ます。

� Microsoft Windows の場合
「スタート」>「プログラム」>「Forte for Java CE」>「PointBase」>「Client
Tools」>「Console」を選択するか、forte4j-home/pointbase/clientディレクト
リの console.batファイルをダブルクリックします。

表 1-3 CustomerReview 表のレコード

restaurantName customerName comment

French Lemon Fred Nice flowers.

French Lemon Fred Excellent Service

表 1-4 "CustomerreviewEJBTable"表のレコード

restaurantName customerName comment

French Lemon Ralph Nice flowers.

French Lemon Fred Excellent Service
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「Connect to Database」ダイアログが表示され、PointBase ドライバには、デフォル
トのサンプルデータベースの値が表示されています。

注 - このリリースで提供される Java 2 SDK, Enterprise Edition, version 1.2.2 (リファ
レンス実装を含む)は、PointBase データベースが、このチュートリアルで使用
する sample というデータベースを実行できるようにすでに構成されていま
す。他の PointBaseデータベースを作成する場合は、
J2EE_HOME/config/default.propertiesファイルの jdbc.resources

プロパティに、そのための情報を追加する必要があります。詳細は、『Forte for
Java, Enterprise Editionインストールガイド』を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「PointBase Console」ウィンドウが表示されます。

4. 「File」>「Open」を選択し、ファイル検索用のダイアログを表示します。

5. rest_pb.sql ファイルを指定し、「Open」をクリックします。

作業ディレクトリの下の sampledir/tutorial/DiningGuide/Dbを確認します。
rest_pb.sql ファイルの内容が、SQL エントリウィンドウにコピーされます。

Solarisまたは Unixシステムでは、作業ディレクトリは forte4j-home/ffjuser30とな
ります。

6. 「SQL」>「Execute All」を選択します。

メッセージが表示され、スクリプトが実行されたことが示されます。このとき、
「Cannot find the table...」で始まる初期メッセージが表示されますが、無視
してください。これらのメッセージが表示されるのは、まだ作成されていない各表に
対する DROP文によるものです。これらの DROP 文は、今後、スクリプトを再実行
して表を初期化する場合に役立ちます。

7. 「Window」>「Clear Input」を選択して SQL エントリウィンドウをクリアし、次を
入力して作成した表をテストします。

select * from Restaurant
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8. 「SQL」>「Execute」を選択します。

コンソールには、次のような Restaurant 表が表示されます。

9. 「PointBase Console」ウィンドウを閉じます。

これで、J2EEを起動する準備が完了しました。

Java 2 SDK, Enterprise Editionの起動
Forte for Java IDE を起動する前に、J2EE を起動しておく必要があります。

1. J2EE がインストールされていることを確認します。

J2EEのバージョン 1.2.2は、Forte for Java のダウンロードページから無料でダウン
ロードすることができます。これには、J2EEリファレンス実装も含まれています。

2. J2EE_HOME 環境変数を J2EE のルートディレクトリに設定します。

たとえば、J2EE_HOMEを c:¥j2sdkee1.2.2などに設定します。
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3. JAVA_HOME 環境変数を JDK のルートディレクトリに設定します。

たとえば、JAVA_HOME を c:¥jdkなどに設定します。

4. コマンドウィンドウを開きます。

Microsoft Windows では、「スタート」>「コマンドプロンプト」を選択します。

Solaris、Linux、その他の UNIX ベースのシステムでは、端末ウィンドウを開きま
す。

5. J2EE_HOME/bin ディレクトリに移動し、j2ee -verbose と入力します。

進行状況を表すメッセージが表示され、J2EEが起動していることが示されます。最後
に、「J2EE server startup complete」というメッセージが表示されます。

6. Web ブラウザを起動して http://localhost:8000 の URL に移動し、J2EE が起
動していることを確認します。

J2EEのホームページは次のように表示されます。
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これで、Forte for Java IDE を起動する準備が整いました。後で、アプリケーションを
アセンブルして配備する準備ができたとき、または単純にテストするときに、このア
プリケーションサーバーを使用していることを IDE に通知する必要があります。詳細
は、12ページの「リファレンス実装を実行するように IDE を設定する」を参照して
ください。

注 - Forte for Javaダウンロードサイトから入手した J2EE 1.2.2の場合は、
FORTE4J_HOME環境変数を設定する必要があります。

Forte for Java IDEの起動
次の節で説明している手順で、Forte for Java IDE を起動します。詳細は『Forte for
Java, Enterprise Editionインストールガイド』に記載されています。

注 - Forte for Java IDE を起動する前に、J2EEリファレンス実装をインストールして
おく必要があります。

Solaris、UNIX、Linux 環境の場合

インストールが完了すると、forte4j-home/binディレクトリに runide.shスクリプト
が格納されます。このスクリプトは、次のようにして起動することができます。

このスクリプトをカスタマイズする方法は、10ページの「コマンド行オプションを使
用したセッションの変更」を参照してください。

Microsoft Windows 環境の場合

インストールが終了すると、「Forte for Java EE」アイコンがデスクトップに表示され
ます。IDE を起動するには、このアイコンをダブルクリックします。IDE を実行する
モードに応じて 2つのアイコンが用意されています。この 2つのモードは、次に示す
実行可能ファイルとして、forte4j-home¥binディレクトリに格納されています。

$ sh runide.sh
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� runidew.exe は、コンソールウィンドウを使用しないで IDE を起動します。「ス
タート」メニューから IDE を起動する場合に、このファイルを使用します。

� runide.exe は、コンソールウィンドウを使用して IDE を起動します。コンソー
ルウィンドウには、IDE の標準エラーと標準出力が示されます。コンソール上で
Ctrl+Breakキーを押すと、実行スレッドのダンプを出力することができます。
Ctrl+C キーを押すと、プログラムがすぐに終了します。

これ以外の方法として、「スタート」>「プログラム」>「Forte for Java EE」>
「Forte for Java EE」を選択して IDE を起動することもできます。また、次のように
コマンド行から実行可能ファイルのいずれかを実行することもできます。

コマンド行オプションを使用したセッションの変更

表 1-5にIDE の起動方法を変更するためのオプションについて説明します。詳細は
『Forte for Java, Enterprise Editionインストールガイド』を参照してください。

� Microsoft Windows システムの場合

コマンド行で IDE を実行する際にオプションを設定できます。

� Solaris、Linux、その他の UNIX マシンの場合

インストールディレクトリの binサブディレクトリにある runide.shファイルを変
更するか、オプションを指定して runide.shを起動する独自のシェルスクリプトを
作成します。

C:¥> runidew.exe [switch]

表 1-5 runide コマンド行オプション

オプション 意味

-classic クラシック JVM を使用する

-cp:p addl-classpath 指定したクラスパスをクラスパスの先頭に追加
する

-cp:a addl-classpath 指定したクラスパスを Forte for Javaクラスパ
スの末尾に追加する
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ユーザー設定ディレクトリの指定

デフォルトでは、Forte for Javaソフトウェアをマルチユーザーモードで実行し、個別
のプロジェクト、サンプル、IDE 設定をユーザーが指定した任意のディレクトリに格
納します。これにより、個々の開発者がそれぞれの開発作業を同期させながら、個人
の作業と設定を維持できます。

� Solaris、UNIX、Linux 環境の場合

-userdir コマンド行オプションを使用してユーザー設定ディレクトリを明示的に指
定しない場合は、ユーザー設定はデフォルトで user-home/ffjuser30ディレクトリ
に格納されます。

� Microsoft Windows システムの場合

-fontsize size IDE のグラフィカルユーザーインタフェースで
使用するフォントのサイズを、指定したサイズ
に設定する

-Jjvm-flags 指定したフラグを JVM に直接渡す (-Jと引数
の間にはスペースを入れない)

-jdkhome jdk-home-dir デフォルトの SDK の代わりに、指定した
Java 2 SDK を使用する

-h または -help コマンド行オプションを表示する GUIダイア
ログを開く

-hotspot、-client、-server、
-classic、-native、 -green

指定したタイプの JVM を使用する

-single シングルユーザーモードで IDE を実行する。
ユーザー設定ディレクトリの代わりに、
forte4j-home から IDEを起動できるようにする

-ui UI-class-name IDE の見た目と使い心地として所定のクラスを
使用して IDE を実行する

-userdir user-directory 現在のセッションに指定したユーザー設定ディ
レクトリを使用する。詳細については次の節を
参照

表 1-5 runide コマンド行オプション (続き)

オプション 意味
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Forte for Java IDE を初めて起動した場合は、このディレクトリを指定するダイアログ
が表示されます。C:¥MyWorkのようにフルパスで指定します。

IDE の起動時に -userdirコマンド行オプションを使用し、別のユーザー設定ディレ
クトリを指定することもできます。

リファレンス実装を実行するように IDEを設定
する
リファレンス実装 (Reference Implementation:RI)を使用してアプリケーションをテス
トするには、Forte for Java IDE のサーバーレジストリに「参照」を作成する必要があ
ります。

1. Forte for Java IDE で、エクスプローラの「実行時」タブをクリックします。

2. 「サーバーレジストリ」レジストリノード、およびその下位の「インストールされて
いるサーバー」サブノードを展開します。

「J2EE Reference Implementation」ノードが表示されます。

3. 「J2EE Reference Implementation」ノードのプロパティを表示します。

「プロパティ」ウィンドウが表示されている場合は、「J2EE RI」ノードを選択しま
す。「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、「J2EE RI」ノードを右ク
リックし、コンテキストメニューで「プロパティ」を選択します。

4. 「プロパティ」ウィンドウで、「RIHome プロパティ」の値をユーザーの
J2EE_HOME ディレクトリに変更します。

たとえば、c:¥j2sdkee1.2.2 などを指定します。
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5. 「J2EE Reference Implementation」ノードを右クリックし、「サーバーインスタンス
の追加」を選択します。

次の図に示すように、手順 5で開始したサーバーインスタンスを表すノードが追加さ
れます。

これで、J2EEリファレンス実装は、配備されたアプリケーションを使用できるように
なります。

「J2EE RI」ノード
「RI」サーバーインスタンスノード
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Forte for Javaのディレクトリ構造
Forte for Javaソフトウェアをインストールすると、インストールディレクトリに、表
1-6に示すサブディレクトリが作成されます。

表 1-6 Forte for Java のディレクトリ構造

ディレクトリ 目的

beans IDE にインストールされた JavaBeans™ コンポーネントが格納される。

bin Forte for Java 起動ツール (Microsoft Windowsインストールの場合は
ide.cfg ファイルも) が格納される

docs Forte for Java のヘルプファイルおよびその他の各種マニュアルが格納さ
れる (リリースノートは forte4j-home を参照)。

iPlanet iPlanet プラグインで使用するファイルが格納される。

javadoc デフォルト設定で IDE の Javadocリポジトリにマウントされるディレク
トリ。IDE で提供される Javadocおよびユーザーが作成した Javadocの
両方がこのディレクトリに格納される。

lib IDE 実装の中核となる JARファイルとオープン APIが格納される。

modules Forte for Java モジュールの JARファイルが格納される。

pointbase PointBase Network Serverデータベース用の実行可能プログラム、クラ
ス、データベース、マニュアルが格納される (インストールした場合)。

sources ライブラリのソースが格納される。これらのソースは、ユーザーアプリ
ケーションで再配布できる。

system IDE が特別な目的に使用するファイルとディレクトリが格納される (技
術サポートが必要な場合に役立つ ide.log など)。

teamware Forte for Java TeamWareモジュールがインストールされている場合は、
そのファイルが格納される
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Forte for Javaソフトウェアをデフォルト (マルチユーザー)モードで起動する場合は、
表 1-7 に示すサブディレクトリがユーザー設定ディレクトリにインストールされま
す。これらのほとんどが Forte for Javaのホームディレクトリのサブディレクトリに対
応しており、設定を保持するために使用されます。

表 1-7 ユーザー設定ディレクトリのディレクトリ構造

ディレクトリ 目的

beans IDE にインストールされた JavaBeans コンポーネントのユー
ザー設定が格納される。

javadoc IDE にインストールされた Javadocファイルのユーザー設定
が格納される。

lib システム libファイルのユーザー設定が格納される。

modules アップデートセンターからダウンロードされたモジュールが
格納される。

sampledir エクスプローラの「ファイルシステム」区画にデフォルトで
マウントされるディレクトリ。IDE 内で作成したオブジェク
トが保存される。ただし、別のディレクトリをマウントして
代わりに使用する場合は、そのディレクトリに保存される。

sampledir/examples サンプルアプリケーションが格納される。Enterprise Edition

固有のサンプルを Forte for Javaポータルからダウンロードす
る場合は、サンプルを ~/sampledir/examples に保存する
ように指示されます。

sampledir/tutorial このドキュメントに記載されている DiningGuide チュートリ
アルと、そのデータベーススクリプトなどのチュートリアル
アプリケーションが格納される

system システムファイルとディレクトリのユーザー設定が格納され
る (技術サポートが必要な場合に役立つ ide.log など)。
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第2章

チュートリアルアプリケーションの概要

ここでは、チュートリアル用のサンプルアプリケーションを作成することで、Forte
for Java, Enterprise Editionの機能を使用して簡単な J2EEアプリケーションを作成す
る方法を学習します。

この章では、まず作成するアプリケーションについて説明し、アプリケーションの要
件、およびその要件を満たすアーキテクチャについて説明します。最後の節では、
Forte for Java, Enterprise Editionの機能 (EJBビルダー、テストアプリケーション機
能、Webサービスモジュールなど)を使用する方法について説明します。

この章の構成は次のとおりです。

� 17ページの「チュートリアルアプリケーションの機能」
� 20ページの「ユーザーから見たチュートリアルアプリケーション」
� 23ページの「チュートリアルアプリケーションの構造」
� 26ページの「チュートリアルアプリケーションの作成に必要な作業」

チュートリアルアプリケーションの機能
チュートリアルアプリケーション EatersDigest は、レストランのガイドを題材とした
簡単なアプリケーションで、利用できるレストランの一覧とその特徴 (名前、料理の
種類、地域、住所、電話番号、簡単な説明、1～ 5のランク)を表示し、選択したレス
トランの評価を参照したり、自分の評価を追加したりできます。ここでは、Webブラ
ウザを使用してアプリケーションのインタフェースとやりとりします。具体的には、
次のことを行います。
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1. レストランの一覧を表示する。

2. 詳細を知りたいレストランについて、そのレストランに関する顧客の評価一覧を参
照する。

3. レストランに対するユーザー自身の評価を評価一覧に追加する。

アプリケーションのシナリオ

EatersDigest でのやりとりは、顧客がWeb ブラウザで (レストラン一覧が表示されて
いる)アプリケーションの URLページを訪れたときから始まり、アプリケーションの
Webサイトを終了した時点で終了します。次のシナリオでは、EatersDigest アプリ
ケーションと顧客のやりとりについて示します。このシナリオによって、アプリケー
ションで行われるやりとりと、アプリケーションで必要となる機能を理解することが
できます。

1. ブラウザで、アプリケーションの Restaurant Listingページの URLを指定します。

EatersDigest の Restaurant Listingページが表示され、すべてのレストランの一
覧、レストランの名前、料理の種類、場所、電話番号、簡単な評価、ランク (1 ～
5) が示されます。各レストランのレコードには、2つのボタン (「View Customer
Comments」と「Add Your Comment」) が表示されます。

2. 特定のレストランの「View Customer Comments」ボタンをクリックします。

All Customer Reviews By Restaurant Nameページに、そのレストランについて投
稿されているすべての評価が表示されます。このページには、「Return to
Restaurant List」ボタンがあります。

3. Customer Reviewページの「Return to Restaurant List」ボタンをクリックしま
す。

Restaurant Listingページが再表示されます。

4. Restaurant Listingページの「Add Your Comment」ボタンをクリックします。

Enter Customer Reviewページに、3つのフィールドと「Submit」ボタンが表示さ
れます。表示されるフィールドは、「Restaurant Name」 (選択されたレストラン)
と、2つのテキスト入力フィールド (「Customer Name」と「Review」)です。
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5. Enter Customer Reviewページの「Customer Name」と「Review」フィールドに
入力して「Submit」ボタンをクリックします。

CustomerReview データベース表に顧客名と評価が追加され、Restaurant Listing
ページが再表示されます。

6. 以前に選択したレストランで「View Customer Comments」ボタンをクリックし、
自身の評価を表示します。

All Customer Reviews By Restaurant Nameページが表示され、追加された新しい
評価を含むすべての評価が示されます。

アプリケーション機能の仕様

次に、アプリケーションのユーザーインタフェースの主な機能を示します。アプリ
ケーションのシナリオは、これらの機能によってサポートされています。

� 表示されている一覧内の全レストランデータのマスタービュー

� マスターレストラン一覧ページ上の、特定のレストランに関する評価をすべて取得
するためのボタン

� 特定のレストランに関するすべての評価のマスタービュー

� マスターレストラン一覧ページ上の、新しい評価を追加するためのボタン

� レストランごとの評価ページ上の、レストラン一覧ページに戻るためのボタン

� 表示されているレストラン名に対し、新しい顧客名と顧客の評価を入力するための
テキスト入力ページ

� テキスト入力ページ上の、入力した評価データをデータベースに追加するためのボ
タン
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ユーザーから見たチュートリアルアプリケーション
17ページの「チュートリアルアプリケーションの機能」で説明したシナリオと機能仕
様が、ユーザーから見た場合にどのように実現されるかを示します。

1. Web ブラウザで、アプリケーションの URL を指定します。

EatersDigest の Restaurant Listing JSPページが表示され、データベース内のすべての
レストランが示されます。

このページには、3ページの「チュートリアルデータベース表の作成」 で作成した
Restaurant 表のデータが表示されます。

2. 特定のレストランに対する顧客の評価を表示するには、対象のレストランの「View

Customer Comments」ボタンをクリックします。

All Customer Reviews By Restaurant Name ページが表示され、選択したレストラン
についての評価がすべて示されます。
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3. 「View Restaurant List」ボタンをクリックし、Restaurant Listingページに戻ります。

4. レストランに対して評価を追加するには、「Add Your Comments」ボタンをクリック
します。

Enter Customer Reviewページが表示され、選択したレストラン名が示されます。こ
のレストランに対し、自分の名前と評価を入力することができます。
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5. 名前と評価を入力し、「Submit」ボタンをクリックします。

CustomerReview データベース表にテキストが追加され、Restaurant Listing ページが
再表示されます。

6. 自分で入力した評価を表示するには、レストランの「View Customer Comments」ボ
タンをクリックします。

All Customer Reviews By Restaurant Name ページが表示されます。

必要な分だけ評価を追加して表示します。

7. 評価の入力が終了したら、ブラウザで別の Web ページを指定するか、ブラウザを終
了してアプリケーションを終了します。
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チュートリアルアプリケーションの構造
このチュートリアルアプリケーションの中枢は EJB層で、これにはエンティティタイ
プの 2つのEnterprise Beansが含まれています。これは EatersDigest の 2つのデータ
ベース (Restaurantと CustomerReview)、および 2つの詳細クラスを表すもので、各
フィールドで getter/setterメソッドを使用してエンティティ Bean フィールドと同じ
内容を書き込みます。詳細クラスを使用すると、データベースのデータを取得する際
に、エンティティ Beanに対するメソッド呼び出しの数を減らすことができます。

図 2-1は、EatersDigest アプリケーションの構造を表しています。

図 2-1 EatersDigest アプリケーションの構造

図 2-1では、アプリケーションサービスコンポーネントとWebサービスとの接続が、
意図的に曖昧に表現されています。これは、このチュートリアルで、クライアントと
エンティティ Beans間のやりとりを管理するために、2つの方法が示されているため
です。1つめの方法は、第 3章 (および図 2-2) に示されているもので、セッション
Enterprise Beanを使用してトラフィックマネージャとして機能します。もうひとつの
方法は第 4章に示されているもので、Webサービスモジュール機能を使用し、重要な
アプリケーションビジネスメソッドに基づいて XML オペレーションを作成し、自動
的にWebサービスを生成してそれらを管理します。



24 Forte for Java, Enterprise Editionチュートリアル  •  2001年 10月

アプリケーションの要素

図 2-1に示されている要素について簡単に説明します。

� アプリケーションサービス層 (EJB 層)

このチュートリアルでは、最初に EJB 層を作成してテストします。EJB層は、次の
要素で構成されています。

� 2つのエンティティ Enterprise Beans —コンテナ管理の持続性 (Container-
Managed Persistence: CMP)を使用し、アプリケーションの 2つのデータベース
表を表します。

� 2つの詳細クラス—返されたデータベースレコードを保持します。

第 3章で使用するものには、次のものが含まれています。

� ステートレスなセッション Enterprise Bean —クライアントの要求を管理し、ク
ライアントに返されるオブジェクトをフォーマットします。

第 4章で使用するものには、次のものが含まれています。

� クライアント要求を満たすエンティティ Beanメソッドに基づいた XML オペ
レーション。

� Webサーバー層

第 3章— Forte for Javaのテストアプリケーション機能を使用して各 Enterprise
Bean をテストする際に、Web モジュールを自動的に生成します。このWeb モ
ジュールでは、サーブレットと JSP ページが自動的に生成されます。これによっ
て、各 Bean のメソッドを実行することができます。

第 4章— EJB層で選択されたメソッドに基づいて XMLオペレーションを作成した
後でWebサービス層を生成し、これらの XML オペレーションに、Webサービス
に対する参照を追加します。クライアント JSP ページは自動的に作成され、これに
よって、XML オペレーションを実行することができます。

� クライアント

クライアント構成要素は、アプリケーションページを表示するWebブラウザで
す。第 5章では、第 4章のWebサービスモジュールによって作成された生成済の
出力ページに基づいて、用意されているクライアントページを使用します。
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EJB 層の詳細

EatersDigest アプリケーションの EJB層には、エンティティタイプの 2つの
Enterprise Beans、および 2つの詳細クラスが含まれています。第 3章では、その他の
コンポーネント (セッション Bean) を使用し、クライアントと Enterprise Beansのや
りとりを管理します。

� Restaurant CMP EJB構成要素

Restaurant Bean はエンティティ Beanであり、コンテナ管理の持続性 (CMP) を
使用し、Restaurant データベース表のデータを表します。

� Customerreview CMP EJB構成要素

CMP タイプのエンティティ Bean である Customerreviewエンティティ Bean
も、CustomerReview データベース表のデータを表します。

� RestaurantDetailクラス

この構成要素には、Restaurantエンティティ Bean と同じフィールド、および各
フィールドに対する getter/setter メソッド (エンティティ Beanのリモート参照か
らこのデータを取得するためのもの) が定義されています。このコンストラクタ
は、レストランデータを表すオブジェクトをインスタンス化します。次に、このオ
ブジェクトはクライアントの JSP または HTML ページにフォーマットされ、参照
できるようになります。

� CustomerreviewDetailクラス

この構成要素は、RestaurantDetailクラスが Restaurantエンティティ Bean
に対して機能するのと同様に、Customerreviewエンティティ Bean に対して機
能します。

� DiningGuideManagerセッション EJB構成要素

この構成要素はステートレスセッション Bean で、これを使用してクライアントと
エンティティ Bean のやりとりを管理します。これは、第 3章の中で、やりとりを
管理するための標準 J2EE として紹介されています。第 4章で説明しているよう
に、代わりにWebサービスモジュールを使用し、アプリケーションのビジネスメ
ソッドに基づいて XML オペレーションを使用するWebサービスを作成する場合
は、このコンポーネントは必要ありません。このセッション Bean では、アプリ
ケーションの構造は、図 2-2 のようになります。
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図 2-2 Managerセッション Bean を使用した EatersDigestアプリケーションの構造

チュートリアルアプリケーションの作成に必要な
作業
チュートリアルを作成する作業は 3つの章に分かれています。最初の章 (第 3章) で
は、EJB層を作成し、IDE のテストアプリケーション機能を使用し、作業用のエン
ティティ Beanをそれぞれテストします。この章では、セッション Beanを作成してト
ラフィックを管理します。これは、Webサービスとクライアントを手動で作成する場
合の一般的なモデルです。

2番目の章 (第 4章) では、Web サービスモジュールを使用してWeb サービスを作成
する場合には、セッション Beanが不要であることを理解します。Webサービスモ
ジュールを使用すると、アプリケーションのビジネスメソッドをベースとして、クラ
イアントとエンティティ間の Beanトラフィックを直接管理することができます。ク
リティカルなビジネスメソッドに対する XML オペレーションを作成し、Web サービ
スによって、このオペレーションにアクセスするためのWebサービスと基本的なクラ
イアント JSP ページを作成します。
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最後の章 (第 5章) では、用意したクライアントページ (第 4章で生成したページの改
良版)を使用します。このページは、20ページの「ユーザーから見たチュートリアル
アプリケーション」に記載されているアプリケーションを終了します。

EJB 構成要素の作成

第 3章では、Forte for Javaのさまざまな機能を使用し、以下の処理を行う方法につい
て学習します。

� EJBビルダーを使用してエンティティ Bean とセッション Beanを簡単に作成する

� データベーススキーマから、(getter/setter メソッドを使用して)クラスを生成する

� テストアプリケーション機能を使用し、Enterprise Beanからテスト J2EE アプリ
ケーションをアセンブルする

� J2EEアプリケーションに EJB 参照を追加する

� J2EEリファレンス実装アプリケーションサーバーにテストアプリケーションを配
備する

� テストアプリケーション機能によって作成されたテストクライアントページから、
Enterprise Bean メソッドを実行する

EJB ビルダーの使用方法

EJBビルダーウィザードは、Enterprise Beanを構成するさまざまなコンポーネントを
自動的に作成します。そのセッション Beanはステートレスまたはステートフルで、
コンテナ管理の持続性 (CMP)または Bean管理の持続性 (BMP)の特徴を持つエンティ
ティ Beanです。第 3章では、既存のデータベース表に基づいて 2つの CMPエン
ティティ Beanを作成します。

エンティティ Beanを作成する場合に、作成プロセスの間にデータベースにどのよう
に接続するか、また、フィールドが表の列を表すエンティティ Beanをどのように生
成するかについて学習します。Beanの基本的な部分は、Javaコードを使用して Forte
for Javaのエクスプローラに生成されます。この Java コードは、ホームインタフェー
ス、リモートインタフェース、Beanクラス、(適切な場合は)主キークラスに対し、す
でに生成されているものです。ここでは、(Bean を全体的に表す)論理的な Beanノー
ドを使用して Beanプロパティを編集、変更する方法を学習します。EJB ビルダーの
GUI機能を使用し、作成メソッド、検索メソッド、ビジネスメソッドを追加する方法
についても学習します。



28 Forte for Java, Enterprise Editionチュートリアル  •  2001年 10月

詳細 (Detail) クラスの生成

このチュートリアルでは透過的な持続性 (Transparent Persistence: TP)は使用しません
が、このツールを使用することで、詳細 (Detail) クラスを効率よく作成することがで
きます。詳細クラスには、エンティティ Beanと同じフィールドを定義する必要があ
ります。透過的な持続性の機能を使用すると、データベース表から自動的に Javaクラ
スを生成できます。このクラスには、データベースフィールド、各フィールドに対す
る getter/setterメソッドが含まれます。この機能を使用し、生成したクラスに持続性
の機能を追加せずに、詳細クラスを作成することができます。

テストアプリケーション機能

Forte for Java IDEには、テスト用のクライアントを作成せずに、Enterprise JavaBean
構成要素をテストする機能が用意されています。この機能では、J2EEリファレンス実
装をアプリケーションサーバーとして使用し、Enterprise Beanを (Web モジュールと
クライアント JSP ページが含まれている) J2EE アプリケーションの一部として配備し
ます。これらの JSPページは 1つの HTMLページにまとめられているため、Beanの
1つのインスタンスを作成し、そのビジネスメソッドを実行することができます。

3つの Enterprise Beanに対しては、それぞれ個別のテストアプリケーションを作成し
ます。エンティティ Beanに対しては、テストアプリケーションは J2EE アプリケー
ションを生成します。この J2EEアプリケーションにはWebモジュールが含まれてお
り、そのWebモジュールには、クライアントがWebブラウザから使用するために自
動的に生成された JSP ページ、およびエンティティ Beanに対する EJBモジュールが
含まれています。セッション Beanの EJB モジュールにはエンティティ Beanの EJB
モジュールも含まれています。これは、エンティティ Beanのメソッドをコールする
ためです。IDE でコマンドを使用し、セッション Beanの EJB モジュールに対してエ
ンティティ Beanの参照を追加します。

Webブラウザでセッション Beanをテストすると、アプリケーションのすべてのビジ
ネスメソッドを実行することができます。第 3章の最後には、独自のWebサービス
とクライアントを手動で作成する場合に、テストクライアントアプリケーションを使
用するためのガイドラインが記載されています。
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チュートリアルの Web サービスの作成

第 4章では、Forte for Javaのさまざまな機能を使用し、以下の処理を行う方法につい
て学習します。

� アプリケーションのビジネスメソッドを XML オペレーションとしてラップするこ
とによって、アプリケーションの応答メカニズムを作成する

� XML オペレーションで、どのエンティティのビジネスメソッドがコールされるの
かを指定する

� 複数の XML オペレーションを 1つのWeb サービスに組み込む

� Webサービスを含む J2EEアプリケーションを作成する

� Webサービスの実行時クラスとクライアントページを生成する

ビジネスメソッドから XML オペレーションを作成する

Webサービスモジュールの機能を使用し、特定のクライアント要求に応答する XML
オペレーションを作成します。クライアントが要求を渡すと、Webサービスがそれに
応答して XML オペレーションを実行します。XML オペレーションは、EJB層のオブ
ジェクト上でメソッドを呼び出すことができます。これは、EatersDigest アプリケー
ションでは、エンティティ Beanを意味します。このようにして、Webサービスは、
第 3章で作成したセッション Beanの管理機能を置き換えます。

「テンプレートウィザードから新規作成」を使用して Forte for Javaのエクスプローラ
に XML オペレーションを作成し、オペレーションの基本的なプロパティ (名前、パッ
ケージ、メソッド、メソッドが返す内容)を指定します (メソッドがコレクションを返
す場合は、クラスにコレクションの構成要素を指定します)。XML オペレーションを
作成した後は、ソースエディタでオペレーションを定義します。ソースエディタに
は、XML オペレーションのツリービュー、オペレーションの入出力を XML 形式で示
すウィンドウが表示されます。

第 4章では、次の 4つの XML オペレーションを作成します。

� AllRestaurantsXMO — RestaurantDetailオブジェクトのコレクション (デー
タベース内のすべてのレストランに対して 1つのオブジェクト) を返します。

� AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO — restaurantnameパラメー
タを取得し、指定されたレストランに対する CustomerreviewDetailオブジェ
クトのコレクションを返します。
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� AddCustomerReviewXMO — restaurantname、customername、reviewデー
タの入力を取得し、CustomerreviewDetailオブジェクトを返します。

� EnterCustomerReviewXMO — element1という文字列 (restaurantname
フィールドで使用する文字列) を取得します。

4番目の XML は、アプリケーションのエンティティ Beanのメソッドをベースとした
ものではなく、Webサービスライブラリのメソッドをベースとしています。これは、
パラメータを渡す場合に使用します。

Web サービスの作成

Webサービスは、「テンプレートウィザードから新規作成」を使用して名前とパッ
ケージの場所を定義し、エクスプローラに作成した論理的なエンティティです。Web
サービスを作成したら、そのサービスに XML オペレーションを追加します。Web
サービスにドキュメントファイルを追加することもできます。第 5章では、変更した
JSP ページを追加してクライアントを作成します。

チュートリアル用の J2EE アプリケーションの作成

Webサービスの実行時クラスを生成するためには、J2EEアプリケーションを作成し、
それにWebサービスを追加します。このようにすると、WebサービスのWARファ
イルと EJB JARファイルが有効になるため、プロパティをカスタマイズすることがで
きます (たとえば「Webコンテキスト」プロパティをカスタマイズします)。第 3章で
テストアプリケーション機能を使用して作成した 2つのエンティティ Beanからも、
Webモジュールを追加します。これで EatersDigest の J2EEアプリケーションが完成
し、配備する準備ができます。

チュートリアルアプリケーションの配備とテスト

J2EEリファレンス実装サーバーが実行されていることを確認し、IDE コマンドを使用
して EatersDigest アプリケーションを配備します。このようにすると、各 XMLオペ
レーションに対して 1つの JSP が生成され、ページ上のすべてのオペレーションを示
す開始ページが生成されます。また、各 XML オペレーションに対するクラスと、
Webサービスに対するクラスが生成されます。

生成された JSP ページには、入力パラメータが必要なときの入力フィールド、オペ
レーションを実行するための「Submit Query」ボタンが含まれています。これらを使
用して各オペレーションをテストします。
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Forte for Java Enterprise Service Presentation Toolkit (Forte ESPツールキット)がアプ
リケーションのWebサーバー (この場合は J2EE リファレンス実装)にインストールさ
れると、開発者は、Forte for Java IDE から Forte ESPレジストリに XML オペレー
ションを公開することができます。これによってWeb設計者は、(Forte ESPツール
キットのプラグインがインストールされている) Macromedia® DreamWeaver™や
Adobe® GoLive™ のいずれかを使用し、XML オペレーションの動的データをページ
レイアウトの要素にマップすることができます。Webサービスが生成するページは、
これらのページの開始ポイントとして機能させることもできます。

このチュートリアルでは、Forte ESPの開発は対象外となっており、XML オペレー
ションの公開は行わないため、Forte ESPツールキットをインストールする必要はあ
りません (詳細は、32ページの「最後に」を参照)。また、実行時の Forte ESPタグを
利用するために、XML オペレーションを公開したり、Forte ESPツールキットをイン
ストールする必要はありません。

クライアントページの改善

第 5章では、用意されている 4つの JSP ページを使用し、チュートリアルのクライア
ントを作成します。このクライアントの機能については、20ページの「ユーザーから
見たチュートリアルアプリケーション」 に記載されています。Forte ESPツールキッ
トには独自のチュートリアルが用意されており、Webサービスモジュールで生成され
たページを変更する方法を説明しています。これらの手順は、第 5章には明記されて
いません。

EatersDigest のチュートリアルアプリケーションを完成するには、完成したページを
WebService/Documentsディレクトリにインストールし、EatersDigest アプリケー
ションを再配備してWebブラウザで最初のページを指定するようにします。

ここでは、主な修正として HTML フォームが送信されたときにパラメータを渡す方
法と顧客の評価を入力する方法を説明しています。
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最後に

このチュートリアルアプリケーションは、比較的短期間 (1日程度) で作成できるよう
にしたうえで、Forte for Java, Enterprise Editionの主な機能を表すアプリケーション
を実行するように設計されています。そのため、次のような制約があります。

� エラー処理がない

� デバッグ手続きがない

� Webサービスの XML オペレーションの公開について説明していない

� Forte ESPツールキットを使用したクライアントの作成について説明していない

XML オペレーションを公開し、Forte ESPを使用して動的データを取得する方法につ
いては、簡単なチュートリアルドキュメントが用意されています。これは、Forte for
Javaのポータルからダウンロードできる Enterprise Edition固有のサンプルに含まれ
ている「Hello Suite」の例となります。サンプルファイルを
your-user-dir/sampledir/examplesに展開すると、
~/examples/ee/webservices/hellosuiteで「Hello Suite」を確認できます。
このサンプルの詳細は、『XMLデータサービス用 JSPのプログラミング』で説明して
います。

チュートリアルアプリケーションは、すぐに完成できるように単純なアプリケーショ
ンとして設計されていますが、アプリケーション全体をインポートし、ソースファイ
ルを表示し、そのソースファイル内にあるメソッドコードを、作成するメソッドにコ
ピーすると便利です。EatersDigest アプリケーションは、IDE のユーザー設定ディレ
クトリにある sampledir/tutorialファイルシステムの DiningGuideフォルダか
らアクセスできます。
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第3章

EJB層の作成

この章では、EatersDigest のチュートリアルアプリケーションの EJB層を作成する方
法を順を追って説明します。ここでは、EJBビルダーを使用してエンティティ Beanと
セッション Beanを作成する方法、およびこれらをテストするための IDE のテスト機
能について学習します。この章のトピックは次のとおりです。

� 34ページの「チュートリアルの EJB層の概要」
� 38ページの「システムの設定」
� 39ページの「EJBビルダーによるエンティティ Bean の作成」
� 51ページの「詳細クラスを作成してエンティティ Beanデータを表示する」
� 59ページの「エンティティ Beanのテスト」
� 69ページの「EJBビルダーによるセッション Bean の作成」
� 76ページの「セッション Beanのテスト」
� 80ページの「クライアントを作成する際の注意事項」

この章の作業を完了すると、チュートリアルアプリケーションの EJB層全体を、配備
されたテストアプリケーションとして実行できるようになります。

EJB層を作成した後は、独自のWebサービスとクライアントページを自由に作成する
ことができます。また、第 4章に進み、Java™ Web Service Designerを使用してアプ
リケーションのWebサービスを作成する方法を学習し、第 5章で、Forte ESPツール
キットdを使用してアプリケーションのクライアントページを作成する方法を学習す
ることもできます。
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チュートリアルの EJB層の概要
この章では、チュートリアルアプリケーションの中枢モジュールである EJB層を作成
します。各コンポーネントを作成するたびに、IDE のテストアプリケーション機能を
使用してテストを行います。このテストアプリケーションでは、テスト用のWebサー
ビスとクライアントを自動的に作成します。

作成する EJB層には、次の Bean が定義されます。

� Restaurant エンティティ Bean
� Customerreviewエンティティ Bean
� DiningGuideManager セッション Bean
� RestaurantDetail Bean
� CustomerreviewDetail Bean

エンティティ Bean

エンティティ Beanとその作成方法およびプログラミングについては、『Enterprise
JavaBeansコンポーネントのプログラミング』を参照してください。

エンティティ Beanには、概念を定義する共有データセットに対し、一貫したインタ
フェースが用意されています。このチュートリアルでは、2つの概念 (レストラン、顧
客の評価)を使用します。ここで作成する Restaurantおよび Customerreviewの
エンティティ Beanは、第 1章で作成したデータベース表を表します。

これらのエンティティ Beanには、コンテナ管理の持続性 (CMP) または Bean管理の
持続性 (BMP) のいずれかを定義することができます。BMP のエンティティ Beanで
は、開発者は、Beanのフィールドをデータベース表の列にマップするためのコードを
記述する必要があります。CMPのエンティティ Beanでは、EJB の実行環境で持続性
の操作が管理されます。このチュートリアルでは、CMPのエンティティ Beanを使用
します。IDE の EJBビルダーウィザードを使用し、データベースに接続してマップす
る列を指定します。ウィザードでは、データベースにマップされるエンティティ Bean
を作成します。

EJBビルダーでは、CMPのエンティティ Bean 用のフレームワークを作成します。具
体的には、エンティティ Beanを体系付けてカスタマイズを容易にするための論理
ノード、必要なホームインタフェース、リモートインタフェース、Beanクラスを作成
します。
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ここでは、インスタンス変数 (CMPフィールド) を初期化するために、エンティティ
Beanに対してcreateメソッドを手動で追加する必要があります。createメソッド
を作成すると、このメソッドは、IDE によってホームインタフェースに自動的に送ら
れます。また、対応する ejbCreateメソッドも Beanクラスに送られます。初期化
の際に create メソッドにコードを追加すると、そのコードは、ejbCreateメソッ
ドにも同時に追加されます。また、テストを行うために、各エンティティ Beanにビ
ジネスメソッドを作成します。

セッション Bean

セッション Beanの詳細については、『Enterprise JavaBeans コンポーネントのプログ
ラミング』を参照してください。

エンティティ Beanが共有データを表している場合は、セッション Bean は (概念間を
またがってはいるが共有されていない)データにアクセスします。セッション Bean
は、特定のタスクを完了するために必要な手順も管理します。セッション Beanは、
ステートフル、ステートレスのどちらに定義することもできます。ステートフルな
セッション Beanは、クライアントとの継続する対話状態を保持しながら、クライア
ントの代わりにタスクを実行します。ステートレスなセッション Beanは、クライア
ントとの対話状態を保持せず、1つのクライアントに占有されません。ステートレス
な Beanが、あるクライアントに対するメソッドの呼び出しを完了すると、別のクラ
イアントの要求をサービスできるようになります。

EatersDigest アプリケーションでのクライアント要求には、データベース内のすべて
のレストランのデータを取得する、特定のレストランについて顧客の評価をすべて検
索する、特定のレストランについて評価を投稿する、という処理があります。これら
の要求は相互に関連付けられているわけではなく、対話状態を保持する必要はありま
せん。このため、EatersDigest のチュートリアルでは、ステートレスなセッション
Beanを使用して各要求に必要な手順を管理します。

セッション Beanは、クライアントの要求を満たすために、レストランと顧客評価の
レコードのコレクションを作成する処理を繰り返します。この処理は、エンティティ
Bean上で各フィールドに対して getter/setter メソッドを追加することによって対処
することができますが、この方法では、セッション Beanで表内の行を取得するたび
に、各フィールドに対してメソッドを呼び出さなければなりません。このチュートリ
アルでは、メソッド呼び出しの回数を減らすために、特別なヘルパークラス (詳細ク
ラス)を使用して行データを保持します。



36 Forte for Java, Enterprise Editionチュートリアル  •  2001年 10月

詳細 (Detail) クラス

詳細クラスには、対応するエンティティ Beanと同じフィールド、および各フィール
ドについての getter/setterメソッドを定義します。セッション Bean は、エンティ
ティ Beanを参照する際に対応する詳細クラスを使用し、エンティティ Beanで返され
るリモート参照の各インスタンスを作成します。セッション Beanは、単純に詳細ク
ラスのコンストラクタを呼び出すだけで、データの行をインスタンス化して参照する
ことができます。セッション Beanは、このようにして行インスタンスのコレクショ
ンを作成することができます。このコレクションは、参照できるように、クライアン
トの HTML ページにフォーマットすることができます。

図 3-1は、詳細クラスの機能について表しています。

図 3-1 詳細クラスの機能

1. Webコンテナは、すべてのレストランデータに対するクライアントの要求を、
DiningGuideManager セッション Bean に渡します。

2. セッション Beanは、Restaurantエンティティ Bean の findAllメソッドを呼
び出し、Restaurant エンティティ Bean を検索します。
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3. findAllメソッドは、エンティティ Beanで使用できるリモート参照をすべて取得
します。

4. リモート参照が返されると、セッション Beanは、それぞれについて Restaurant

Bean の getRestaurantDetailビジネスメソッドを呼び出し、
RestaurantDetailクラスをフェッチします。

5. getRestaurantDetailメソッドは RestaurantDetailオブジェクトを返しま
す。このオブジェクトはコレクションに追加されます。

6. セッション Beanは、RestaurantDetailのすべてのオブジェクトのコレクショ
ンをWebコンテナに返し、クライアントで参照できるように適切にフォーマット
します。

手順のまとめ
EJB層を作成する手順は次のとおりです。

1. エンティティ Beanを作成します。

EJBビルダーウィザードを使用し、CMPのエンティティ Bean スケルトンを作成しま
す。次に、テストを行うために、create メソッドと finderメソッド、および簡単なビ
ジネスメソッドを追加します。

2. データベーススキーマから詳細クラスを作成します。

データベーススキーマを取得し、Restaurant 表および CustomerReview 表からクラス
を生成します。これらのクラスは、各フィールドに対する getter/setterメソッドを持
つように自動的に生成されます。

3. エンティティ Bean上に get メソッドを作成し、詳細クラスを取得します。

4. IDE のテストアプリケーション機能を使用し、エンティティ Beanのメソッドをテ
ストします。

自動的に生成されたテストクライアントをWebブラウザで表示し、createメソッド
を実行して Beanのインスタンスを作成し、ビジネスメソッドを有効にします。次
に、Beanのビジネスメソッドを実行します。

5. セッション Beanを作成します。
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EJBビルダーを使用してステートレスなセッション Beanのスケルトンを作成し、その
Beanの create メソッドを修正してエンティティ Bean について検索できるようにしま
す。次に、getter メソッドを作成し、各エンティティ Beanに対して (詳細クラスの)
詳細オブジェクトのコレクションを作成します。

6. テストアプリケーション機能を使用し、セッション Beanをテストします。

EJBモジュールのプロパティシートで、CMPのエンティティ Bean への参照を追加し
ます。テストアプリケーションを作成し、テストアプリケーションの EJBモジュール
に EJBモジュールを追加します。テストクライアントを使用してセッション Bean の
インスタンスを作成し、そのメソッドを実行します。

システムの設定
チュートリアルアプリケーションを使用する前に、次の作業を行う必要があります。
詳細は、第 1章を参照してください。

1. PointBase ネットワークサーバーを起動します。

2. チュートリアルのデータベース表を作成します。

3. システムでWebブラウザを使用できるようにします。

4. J2EEサーバー (リファレンス実装を含む Java 2 SDK, Enterprise Edition)を起動し
ます。

5. Forte for Java, Enterprise Editionを起動します。

6. IDE のサーバーレジストリに、リファレンス実装のインスタンスを作成します。
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EJBビルダーによるエンティティ Beanの作成
2つのエンティティ Bean (Restaurant、Customerreview)を作成し、第 1章で作
成した 2つのデータベース表を表します。

最初にディレクトリを作成し、アプリケーションを格納するファイルシステムとして
マウントします。次に、EJB層のパッケージを作成します。最後に、パッケージ内に
エンティティ Beanを作成します。

1. ファイルシステム内の任意の場所にディレクトリを作成し、DiningGuide という名
前を付けます。

たとえば、MyWorkというユーザー設定ディレクトリに DiningGuideディレクトリ
を作成します。

2. Forte for Java IDE で「ファイル」>「ファイルシステムをマウント」を選択し、
DiningGuide ディレクトリをマウントします。

c:¥MyWork¥DiningGuideディレクトリが、エクスプローラにマウントされます。

3. 新しくマウントしたファイルシステムを右クリックし、「新規パッケージ」を選択し
ます。

このパッケージを使用してアプリケーションの EJB層を保持します。

4. 新しいパッケージに Data という名前を付けます。

5. Data パッケージを右クリックし、「新規」>「EJB」>「Entity Bean」を選択しま
す。

EJBビルダーウィザードが表示され、「エンティティ EJB 型」区画が示されます。

6. 「コンテナ管理による持続性」を選択します。

7. 「データベースの表を選択」(デフォルト) を選択します。

EJBビルダーは次のように表示されます。
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8. 「次へ」をクリックします。

「エンティティ EJBデータベースの表」区画が表示されます。

9. 「データベース接続からデータベースの表を選択」を選択し、「接続を追加」をク
リックします。

「データベースの新規接続」ダイアログが表示されます。

10. 次の値を入力します。

名前: PointBase Network Server

ドライバ : com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver
データベース URL : jdbc:pointbase://localhost/sample
ユーザー名 : PUBLIC
パスワード : PUBLIC (アスタリスクで表示されます)
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ダイアログは次のように表示されます。

11. 「了解」をクリックしてデータを確定し、ダイアログを閉じます。

「エンティティ EJBデータベースの表」区画に新しい接続が表示されます。

注 - 接続が表示されない場合は、PointBase Network Serverが起動されているかどう
かを確認します。3ページの「チュートリアルデータベース表の作成」 に記載
されている手順 1を参照してください。

12. 新しい接続 sample と Tables フォルダを開き、RESTAURANT 表を選択します。
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13. 「次へ」をクリックします。

「エンティティ EJB持続フィールド」区画が表示されます。ここでは、Restaurant
データベース表の列と、対応する持続フィールドが並んで表示されます。持続フィー
ルドは、ウィザードで Restaurantエンティティ Beanを作成したときにマップされ
る列となります。デフォルトのラベルをすべて承認します。

14. もう一度「次へ」をクリックします。

EJBコンポーネントページが表示され、作成される Restaurant Bean のパートが示
されます。EJBビルダーウィザードでは、新しいエンティティ Beanに、データベース
表と同じ名前を自動的に定義します。

15. 「完了」をクリックします。

新しい Restaurant エンティティ Bean、およびそのパートがすべて作成され、エク
スプローラに表示されます。

3つのパートはクラスで、4つめのパートは論理ノードです。論理ノードを作成してエ
ンティティ Beanのすべての要素をグループ化し、処理を簡単にすることができま
す。

ここで、Customerreviewエンティティ Beanを作成します。

16. Data パッケージを右クリックし、「新規」>「EJB」>「Entity Bean」を選択しま
す。

17. 「コンテナ管理による持続性」を選択します。

論理ノード
リモートインタフェース
Beanクラス
ホームインタフェース
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18. 「データベースの表を選択」を選択します。

Restaurant Beanを作成した後で IDE を終了していない場合は、sampleデータ
ベースに接続されている状態です。これは、 アイコンで確認することができます。
次の手順に進みます。

Restaurant Beanを作成した後で IDE を終了している場合は、sampleデータベー
スは一覧に表示されますが、アイコンは壊れた形 ( )で示されます。接続するには、
次のようにします。

a. データベースの一覧で次の項目を選択します。

jdbc:pointbase://localhost/sample[PUBLIC on PUBLIC]

b. 「データベースに接続」をクリックします。

c. 「接続」ダイアログで、パスワードに PUBLIC と入力して「了解」をクリックしま
す。

19. データベースノード、および Tables フォルダを開き、CUSTOMERREVIEW ビューを
選択して「次へ」をクリックします。

20. 「持続フィールド」区画で「次へ」をクリックし、最後の区画 (「コンポーネント」
区画) で「完了」をクリックします。

Dataパッケージの Customerreviewエンティティ Beanが、エクスプローラに表示
されます。ここで、CustomerreviewKey Beanというコンポーネントも表示されて
います。エンティティ Beanが複合主キーを持っている場合には、この Beanが自動的
に作成されます (この表に複合主キーが定義されているかどうかを確認するには、第 1
章の表 1-1を参照してください)。
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21. CustomerreviewKey クラスを開き、「コンストラクタ」ノードを開きます。

EJBビルダーでは、2つのコンストラクタが自動的に作成されます。1つは引数をとら
ないコンストラクタで、もう 1つは多重定義されたコンストラクタ (2つの複合主キー
フィールドを設定するもの)です。

次に、エンティティ Beanメソッドを作成します。

リモートインタフェース
        Beanクラス

主キークラス
ホームインタフェース

論理ノード

主キークラスのコンストラクタ
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CMP エンティティ Bean に対する生成メソッドの作成

2つのエンティティ Beanに対して生成メソッドを作成し、パラメータとコードを追加
して Beanのインスタンスのフィールドを初期化します。

1. Forte for Java のエクスプローラで、論理ノード Restaurant (Bean アイコン ) を
右クリックします。

2. コンテキストメニューで「新規生成メソッド」を選択します。

「新規生成メソッド」ダイアログが表示されます。

3. 「追加」ボタンを使用し、7 つのパラメータ (Restaurant 表の各列に対して 1 つずつ)

を次のように作成します。

restaurantname (java.lang.String)
cuisine (java.lang.String)
neighborhood (java.lang.String)
address (java.lang.String)
phone (java.lang.String)
description (java.lang.String)
rating (java.lang.Integer)

注 - テストアプリケーション機能を使用して Beanをテストする際には、これらのパ
ラメータを作成する順序が重要になります。パラメータは、ここに記載されてい
る順序で作成してください。

デフォルトで作成される 2つの例外は、そのままにしてください。

4. 「了解」をクリックします。

RestaurantHomeインタフェースに createメソッドが送られ、Restaurant Bean
クラス (RestaurantEJB)に ejbCreateメソッドが送られます。Beanクラスには、
関連する ejbPostCreateメソッドも追加されます。

5. 論理ノード Restaurant、および「生成メソッド」フォルダを開き、create メソッ
ドをダブルクリックします。

テキストエディタに Beanの ejbCreateメソッドが表示されます。
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6. 次のように、Bean インスタンスのフィールドを初期化するためのコードを
ejbCreate メソッドの本体に追加します。

ejbCreate メソッドが呼び出されると、この Beanのコンテナ管理フィールドに基づ
いて、データベースに新しいレコードが作成されます。

次に、Customerreview の createメソッドを作成します。

7. 論理ノード Customerreview (Bean アイコン ) を右クリックし、「新規生成メ
ソッド」を選択します。

8. 「追加」ボタンを使用し、次の 3 つのパラメータ (CustomerReview 表の各列に対し
て 1 つずつ) を作成します。

restaurantname (java.lang.String)
customername (java.lang.String)
review (java.lang.String)

注 - 手順 3で説明したように、これらのパラメータは、上記の順序で作成する必要
があります。

9. 「了解」をクリックします。

public String ejbCreate(java.lang.String restaurantname,
java.lang.String cuisine, java.lang.String neighborhood,
java.lang.String address, java.lang.String phone,
java.lang.String description, java.lang.Integer rating) throws
CreateException {

if (restaurantname == null) {
throw new CreateException("The restaurant name is

required.");
}
this.restaurantname = restaurantname;
this.cuisine = cuisine;
this.neighborhood = neighborhood;
this.address = address;
this.phone = phone;
this.description = description;
this.rating = rating;

return null;
}
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10. 論理ノード Customerreview、および「生成メソッド」フォルダを開き、create
メソッドをダブルクリックします。

テキストエディタに Beanの ejbCreateメソッドが表示されます。

11. 次のように、Bean インスタンスのフィールドを初期化するためのコードを
ejbCreate メソッドの本体に追加します。

ejbCreate メソッドが呼び出されると、この Beanのコンテナ管理フィールドに基づ
いて、データベースに新しいレコードが作成されます。

次に、2つのエンティティ Beanについて検索メソッドを作成します。このメソッド
は、Beanのすべてのインスタンスまたは特定のインスタンスを検出するものです。

エンティティ Bean の検索メソッドの作成

すべての Restaurant データを検出するには、Restaurant Beanに findAllメソッ
ドを作成します。また、特定のレストランに関する Customerreviewデータを検出す
るには、Customerreview Beanに findByRestaurantNameを作成します。

1. 論理ノード Restaurant を右クリックし、「新規検索メソッド」を選択します。

2. 「新規検索メソッド」ダイアログで、次の値を入力します。

名前 : findAll
戻り型 : java.util.Collection

デフォルトの例外は、そのままにします。

public CustomerreviewKey ejbCreate(java.lang.String
restaurantname, java.lang.String customername, java.lang.String
review) throws CreateException {

if ((restaurantname == null) || (customername == null)) {
throw new CreateException("Both the restaurant name and

customer name are required.");
}
this.restaurantname = restaurantname;
this.customername = customername;
this.review = review;

return null;
}
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3. 「了解」をクリックします。

Restaurant Beanの Homeインタフェースに、新しい findAllメソッドが作成され
ます。

次に、Customerreview Beanに検索メソッドを作成します。

4. 論理ノード Customerreview を右クリックし、「新規検索メソッド」を選択しま
す。

5. 「新規検索メソッド」ダイアログで、次の値を入力します。

名前 : findByRestaurantName
戻り型 : java.util.Collection

6. 次の値のパラメータを追加します。

フィールド名 : restaurantname
型 : java.lang.String

デフォルトの例外は、そのままにします。

7. 「了解」をクリックします。

Customerreview Beanの Homeインタフェースに、新しい
findByRestaurantName メソッドが作成されます。

8. Customerreview の検索メソッドにある findByRestaurantName メソッドのプロ
パティシートを開きます。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、メソッドを右クリックし、コ
ンテキストメニューで「プロパティ」を選択します。

9. プロパティシートの「J2EE RI」タブをクリックします。

10. SQL 文の値フィールドをクリックし、ブラウズ「...」ボタンをクリックして SQL 文
全体を表示します。

ここでは、WHERE 句は完成していません。

11. SQL 文を次のように修正します。

使用する数字は、検索メソッドの restaurantnameパラメータの位置によって決定
されます (この場合は 1つしかないため、1となります)。

SELECT "customername", "restaurantname" FROM
"CustomerreviewEJBTable" WHERE "restaurantname" = ?1
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テスト用ビジネスメソッドの作成

いずれかのパラメータの値を返すエンティティ Beanに対してビジネスメソッドを作
成し、後で Beanをテストできるようにします。

1. 論理ノード Restaurant を右クリックし、「新規ビジネスメソッド」を選択しま
す。

「新規ビジネスメソッド」ダイアログが表示されます。

2. 次の値を入力します。

名前 : getRating
戻り型 : java.lang.Integer

3. 「了解」をクリックします。

Restaurant リモートインタフェース、および RestaurantEJBクラスに
getRating メソッドの宣言が送られます。

4. 論理ノード Restaurant、および「ビジネスメソッド」フォルダを開き、
getRating メソッドをダブルクリックします。

5. getRating メソッドの本体に、次のコードを追加します。

getRating メソッドを使用すると、選択したレストランのレコードのランクを表す
列の値が返されます。

6. Data パッケージを右クリックし、コンテキストメニューの「すべてを構築」を選択
します。

パッケージ全体がエラーなしでコンパイルされます。これで、エンティティ Beanを
確認する準備ができました。

次に、Customerreview Beanに対して類似のメソッドを作成します。

7. 論理ノード Customerreview を右クリックし、「新規ビジネスメソッド」を選択し
ます。

public java.lang.Integer getRating() {
return rating;

}
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8. 「新規ビジネスメソッド」ダイアログで、次の値を入力します。

名前 : getReview
戻り型 : java.lang.String

9. 「了解」をクリックします。

Customerreviewリモートインタフェース、および CustomerreviewEJBクラスに
getReview メソッドの宣言が送られます。

10. 論理ノード Customerreview、および「ビジネスメソッド」フォルダを開き、
getReview メソッドをダブルクリックします。

11. getReview メソッドの本体に、次のコードを追加します。

エンティティ Bean のコンパイル

次のようにしてエンティティ Beanをコンパイルします。

1. Dataパッケージを右クリックして「すべてをコンパイル」を選択するか、論理 Bean

を右クリックして「EJB クラスのコンパイル」を選択します。

2つの Beanがエラーなしでコンパイルされます。

2. エクスプローラで、未コンパイルを示すマークが消えていることを確認します。

public java.lang.String getReview() {
return review;

}
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詳細クラスを作成してエンティティ Beanデータを
表示する
36ページの「詳細 (Detail) クラス」で説明したように、このチュートリアルでは「詳
細 (Detail) クラス」という特別なクラスを使用します。これは、表示用に行データを
保持し、エンティティ Beanへのメソッド呼び出しの回数を減らすためのメカニズム
です。これらの詳細クラスには、対応する エンティティ Bean、各フィールドのアク
セスメソッド、および各フィールドを設定するコンストラクタと同じフィールドを定
義する必要があります。詳細クラスは手動で作成することもできますが、Forte for
Java IDE には、クラスを作成する処理をサポートする機能も用意されています。

詳細クラスを生成するには、透過的な持続性用の持続可能な Javaクラスを生成しま
す。最初にデータベーススキーマをインポートし、持続性を定義する機能を使用せず
に、そこから Javaクラスを生成します。

データベーススキーマからのクラスの生成

詳細クラスを生成するには、次のようにします。

1. Forte for Java エクスプローラで Data パッケージを右クリックし、「新規」>

「Database」> 「Database Schema」を選択します。

「テンプレートウィザードから新規作成」の「新規オブジェクト名」区画が表示され
ます。

2. 新しいスキーマに DiningSchema という名前を付け、「次へ」をクリックします。

接続情報を示す区画が表示されます。

3. 「既存の接続」を選択し、リストから sample を選択します。

エンティティ Beanを作成してから IDE を再起動した場合は、接続にログインするた
めのダイアログが表示されます。PUBLICと入力して「了解」をクリックすると、ダ
イアログが閉じます。

4. 「次へ」をクリックします。

取得する表を選択するための区画が表示されます。ここでは、CUSTOMERREVIEWと
RESTAURANT を選択します。
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5. 表 CUSTOMERREVIEW と表 RESTAURANT を選択して「追加」ボタンをクリックし
ます (複数の表を選択するには、Ctrl キーを使用します)。

これらの表が、次のように「選択された表とビュー」ウィンドウに表示されます。

6. 「完了」をクリックします。

進捗を表すウィンドウが表示されます。このウィンドウが消えると、Forte for Javaの
エクスプローラに新しいデータベーススキーマが表示されます。

取得した表
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7. DiningSchema ノード ( ) を右クリックし、コンテキストメニューの「Java を生
成」を選択します。

「Javaを生成」ウィザードの「作成場所を選択」区画が表示されます。

8. Data パッケージを選択します。

9. 「次へ」をクリックします。

10. 「オプションをカスタマイズ」区画で、次のオプションを設定します。

生成されたクラスを持続可能に : 選択しない
生成クラスが java.io.Serializableを実装 : 選択する
Java非常駐 (transient) 修飾子の追加先 : フィールドなし
外部キーごとに生成 : 関係フィールドなし

ウィザードのページは、次のように表示されます。
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11. 「次へ」をクリックします。

ウィザードに「表の選択」区画が表示されます。

12. 「すべての表を追加」ボタンをクリックします。

表 RESTAURANTと表 CUSTOMERREVIEWを、ウィンドウの「選択された表とビュー」
ウィンドウに移動します。次に、「Javaクラス」ラベルを編集し、詳細クラスの名前
を作成します。

13. 「Java クラス」の「Restaurant」ラベルをクリックし、名前を
「RestaurantDetail」に変更して Enter キーを押します。

14. 同様に、「Customerreview」を「CustomerreviewDetail」に変更して Enter

キーを押します。
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15. 「次へ」をクリックします。

ウィザードに、生成された表がまとめて表示されます。ここでは、
CustomerreviewDetailと RestaurantDetailが表示されます。

16. 「生成」をクリックします。

IDE に「フィードバック」ウィンドウが表示され、生成されたクラスが示されます。

17. ウィンドウを閉じます。

エクスプローラに、RestaurantDetailクラスと CustomerreviewDetailクラス
が表示されます。これで、詳細クラスを編集する準備ができました。

生成されたクラスの編集

ここでは主に、生成されたクラスのコンストラクタを編集し、各フィールドをインス
タンス化します。ただし、生成された ratingフィールドの型を最初に調整する必要
があります。

rating フィールドの型の調整

RestaurantDetailクラスの ratingフィールドには、Restaurantエンティティ
Beanの同じフィールドとは別の型が定義されています。Restaurant.rating
フィールドの型は Integerですが、透過的な持続性では「このようなケースを考慮し
ない」という規則によって、RestaurantDetail.ratingフィールドの型は Short
になります。したがって、Restaurantエンティティ Beanのフィールドと一致する
ように、手動で型を Integerに変更する必要があります。このフィールドが他のメ
ソッドで使用される場合は、必ず同じ変更を行います。
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1. Forte for Javaのエクスプローラで、RestaurantDetailクラスの ratingフィール
ドを選択します。

2. rating フィールドのプロパティシートを開きます。

「プロパティ」ウィンドウが開いている場合は、フィールドを選択します。

「プロパティ」ウィンドウが開いていない場合は、フィールドを選択してコンテキス
トメニューで「プロパティ」を選択します。

3. 「種類」に java.lang.Integer と指定します。

このフィールドの型が、テキストエディタ内で自動的に変更されます。

4. getRating メソッドと setRating メソッドのデータ型を次のように変更します。

5. 最後に、readObject メソッドのデータ型を次のように変更します。

public java.lang.Integer getRating() {
return rating;

}

public void setRating(java.lang.Integer rating) {
this.rating = rating;

}

private void readObject(java.io.ObjectInputStream in) throws
java.io.Exception, ClassNotFoundException {

restaurantname = (String)in.readObject();
cuisine = (String)in.readObject();
neighborhood = (String)in.readObject();
address = (String)in.readObject();
phone = (String)in.readObject();
description = (String)in.readObject();
rating = (java.lang.Integer)in.readObject();

}
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コンストラクタの作成

クラスフィールドをインスタンス化する詳細クラスのコンストラクタを作成するに
は、次のようにします。

1. RestaurantDetail Bean を展開して RestaurantDetail クラスノードを右クリック
し、「新規」>「コンストラクタ」を選択します。

「新規コンストラクタを編集」ウィザードが表示されます。

2. 次のメソッドパラメータを追加して「了解」をクリックします。

java.lang.String restaurantname

java.lang.String cuisine

java.lang.String neighborhood

java.lang.String address

java.lang.String phone

java.lang.String description

java.lang.Integer rating

3. フィールドを初期化するために、RestaurantDetail コンストラクタの本体に次の
コードを追加します。

4. 同様に、次のパラメータを使用して CustomerreviewDetail クラスにコンストラクタを
追加します。

java.lang.String restaurantname

java.lang.String customername

java.lang.String review

public RestaurantDetail(java.lang.String restaurantname,
java.lang.String cuisine, java.lang.String neighborhood,
java.lang.String address, java.lang.String phone,
java.lang.String description, java.lang.Integer rating){

System.out.println("Creating new RestaurantDetail");
this.restaurantname = restaurantname;
this.cuisine = cuisine;
this.neighborhood = neighborhood;
this.address = address;
this.phone = phone;
this.description = description;
this.rating = rating;

}
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5. フィールドを初期化するために、CustomerreviewDetail コンストラクタの本体に
次のコードを追加します。

6. Data パッケージを右クリックし、「すべてをコンパイル」を選択します。

パッケージが、エラーなしでコンパイルされます。

次に、エンティティ Beanに getメソッドを作成し、詳細クラスのインスタンスを取
得します。

エンティティ Bean の get メソッドの作成

対応する詳細クラスのインスタンスを返す、各エンティティ Beanにメソッドを作成
します。

1. Forte for Java のエクスプローラで、論理ノード Restaurant(EJB)を右クリック
し、「新規ビジネスメソッド」を選択します。

2. 「新規ビジネスメソッド」ダイアログの「名前」フィールドに、
「getRestaurantDetail」と入力します。

3. 戻り値の型として、「ブラウズ...」ボタンを使用して RestaurantDetail クラスを
選択します。

「戻り型」フィールドに、Data.RestaurantDetailと表示されます。

4. 「了解」をクリックしてメソッドを作成します。

5. テキストエディタでメソッドを開き、次のコードを追加します。

public RestaurantDetail(java.lang.String restaurantname,
java.lang.String customername, java.lang.String review){

System.out.println("Creating new CustomerreviewDetail");
this.restaurantname = restaurantname;
this.customername = customername;
this.review = review;

}

public Data.RestaurantDetail getRestaurantDetail() {
return (new RestaurantDetail(restaurantname, cuisine,

neighborhood, address, phone, description, rating));
}
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6. 同様に、次の値を使用して、Customerreview エンティティ Bean にビジネスメソッド
を追加します。

名前 : getCustomerreviewDetail
戻り型 : Data.CustomerreviewDetail

7. テキストエディタでメソッドを開き、次のコードを追加します。

8. Data パッケージを右クリックし、「すべてをコンパイル」を選択します。

パッケージ全体がエラーなしでコンパイルされます。

チュートリアルアプリケーションのエンティティ Bean、および詳細クラスヘルパーの
作成は完了です。次に、Beanをテストします。

エンティティ Beanのテスト
Forte for Java IDE には、独自のクライアントを作成せずにエンティティ Bean をテス
トするための機能があります。この機能では、J2EEリファレンス実装 (Reference
Implementation: RI)をアプリケーションサーバーとして使用し、JavaServer Pages技
術を使用するアプリケーションの一部としてエンティティ Beanを配備します。ま
た、Beanのインスタンスの作成、create メソッドとビジネスメソッドの実行が可能な
ページをWebブラウザで参照できる形式で作成します。

この機能を使用し、Restaurant Beanの createメソッドと getRatingメソッド
を実行します。

public Data.CustomerreviewDetail getCustomerreviewDetail() {
return (new CustomerreviewDetail(restaurantname,

customername, review));
}
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注 - テストクライアント用に生成された SQL文は、リファレンス実装 (RI)のプロト
コルに制約されます。つまり、すべての表名と列名は引用符で囲まれ、表名には
EJBTable が追加されます。テストアプリケーション内で Restaurant という名前
の表を検索するように Beanインスタンスに要求すると、アプリケーションで
は、RIプロトコルによって、Beanインスタンスが RestaurantEJBTableという名
前の表を検索します。これは、rest_pb.sqlが、このような表を作成している
ためです (3ページの「チュートリアルデータベース表の作成」を参照)。

エンティティ Bean のテストクライアントの作成

最初に、Restaurant Beanのリファレンス実装プロパティに PointBase情報を追加し、
テストアプリケーションでデータベースを検出しログインできるようにします。次
に、テストクライアントを作成します。

1. 論理ノード Restaurant を選択し、「プロパティ」ウィンドウを開きます。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、Restaurant(EJB)を右ク
リックし、コンテキストメニューで「プロパティ」を選択します。「プロパティ」
ウィンドウをそのまま表示しておく場合は、「表示」>「プロパティウィンドウ」を
選択します。

2. 「プロパティ」ウィンドウの「J2EE RI」タブを選択します。

注 - 「プロパティ」ウィンドウに「J2EE RI」タブがない場合は、サーバーレジスト
リのリファレンス実装にインスタンスがないことが考えられます。12ページの
「リファレンス実装を実行するように IDE を設定する」を参照してください。

3. プロパティに次の値を入力し、データベース接続を指定します。

データソースの JNDI名: jdbc/Pointbase
データソースのパスワード: PUBLIC
データソースのユーザー名: PUBLIC
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注 - 「Pointbase」の綴りは、必ず先頭を大文字にしてください。これは、
J2EE_HOME/config/default.propertiesファイルで指定されており、こ
のプロパティと正確に一致する必要があるためです。また、 パスワードを入力
した後は、必ず Enterキーを押してください。マウスを使用してカーソルを他
のフィールドへ移動させてしまうと、入力したパスワードは設定されません (こ
のことは、「データソースのパスワード」フィールドでのみ適用されます)。

4. 次のプロパティに「false」を選択し、表の作成と削除を自動的に行う機能を無効にし
ます。

配備時の表の作成: false
配備を元に戻すときに表の削除: false

3ページの「チュートリアルデータベース表の作成」 では、データベーススクリプト
を使用して「TablenameEJBTable」という表を作成しました。アプリケーションを配備
したり元に戻したりすると、RI は別の方法で表を作成および削除します。これらの
フィールドを trueに設定すると、配備するたびに新しい表データを作成しなければ
なりません。

「J2EE RI」タブの他のプロパティについて調べる場合は、このタブがアクティブに
なっている状態で「Help」キーを押し、状況依存ヘルプを参照します。

5. 「ファイル」>「すべてを保存」を選択し、作業内容を保存します。

6. 論理ノード Restaurant を右クリックし、「新規 EJB テストアプリケーション」を
選択します。

「新規 EJBテストアプリケーションを作成」ウィザードが表示されます。ウィザード
の状況依存ヘルプを参照するには、「Help」キーを押します。
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7. デフォルト値を適用します。

ウィザードのウィンドウは、次のように表示されます。

8. 「了解」をクリックします。

進捗を表すモニターが表示されます。

9. エクスプローラに、テストオブジェクトが表示されます。

テストアプリケーションによって、(Restaurantエンティティ Bean が含まれてい
る) EJB モジュール、(多数の JSP ページとヘルパー Javaクラスが含まれている) Web
モジュール、(EJB モジュールとWeb モジュールが含まれている) J2EEアプリケー
ションが作成されます。
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IDE で作成された J2EEアプリケーションは、Webモジュールと EJBモジュールで構
成されます。これは、Restaurant_TestAppを開いて確認することができます。

10. エクスプローラで EJBモジュール (Restaurant_EJBModule) を選択し、プロパティ
シートを表示します。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、「表示」>「プロパティ」を
選択します。

11. 「トランザクション設定」入力フィールドの「...」ボタンをクリックします。

対象プロパティが下の方にある場合は、プロパティリストを下へスクロールします。

Webモジュール

JSPページ

EJBモジュール
J2EEアプリケーション
Webモジュール (マウント済 )
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12. 「トランザクション属性」の値が「Required」になっていることを確認し、「了解」
をクリックします。

13. Restaurant_TestApp J2EE アプリケーションノードを右クリックし、コンテキス
トメニューで「配備」を選択します。

IDE の出力ウィンドウの「RI アプリケーションの配備」タブで、配備の進捗を確認す
ることができます。ここで、Restaurant_TestAppというWebクライアントが配備
されたことが示されます。これは、Restaurantエンティティ Beanをテストするた
めに使用するクライアントです。

アプリケーションが配備されたことを確認するには、J2EEコマンドウィンドウを開き
ます。正常に配備された場合は、最後に「Application Restaurant_TestApp

deployed」という文が表示されます。

参照 - 配備が失敗した場合は、J2EEリファレンス実装を正しく実行できるように
IDEが設定されていることを確認します。具体的には、RIHomeプロパティが
J2EE_HOME の値に設定されているかどうかを確認します。12ページの「リ
ファレンス実装を実行するように IDE を設定する」の手順 4を参照してくだ
さい。正しく設定した後で、もう一度配備します。

次に、Restaurant エンティティ Beanをテストします。

テストクライアントによる エンティティ Bean のテスト

テストクライアントのWebページで、Restaurant Beanのホームインタフェースの
create メソッドを使用して Beanのインスタンスを作成し、次に、そのインスタン
スでビジネスメソッド (この場合は getRating) をテストします。

Webブラウザでテストアプリケーションを指定し、アプリケーションを開始します。

1. オペレーティングシステムで Web ブラウザを開き、次の URL を指定します。

http://localhost:8000/Restaurant_TestApp

ブラウザにテストクライアントが表示されます。
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2. create メソッドを呼び出して Restaurant Bean のインスタンスを作成します。

「Invoke Methods on Data.RestaurantHome」のタイトルの下には、createメソッ
ドと 7つのフィールドが示されます。これらのフィールドには名前が定義されていま
せんが、作成した順序で表示されるため、内容を推測することができます (45ページ
の「CMPエンティティ Beanに対する生成メソッドの作成」の手順 3 を参照)。

注 - パラメータの内容を簡単に参照するには、テキストエディタで
Restaurant.createメソッドの定義を検索します。7つのフィールドは、こ
こで示される定義と同じ順序になっています。

参照 - パラメータを別の順序で表示する場合は、エクスプローラで
Restaurant.createメソッドノードを右クリックし、「カスタマイズ」を
選択します。「カスタマイザ」ダイアログで「上へ」ボタンと「下へ」ボタン
をクリックして選択し、パラメータの順序を調整します。その後で、エクスプ
ローラでノードを右クリックして「配備」を選択し、テストアプリケーション
を再配備します。

フィールドに任意のデータを入力します (フィールドの順序は異なる場合がありま
す)。

テストセッションで作成さ
れたオブジェクトの一覧

最後のメソッドが呼び出さ
れた結果が表示される場所

パラメータの入力やメ
ソッドの呼び出しを行
う場所

テスト対象のインスタ
ンスの一覧 (先頭は
テストされる Bean の
ホームインタフェース )
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3. create メソッドの「Invoke」ボタンをクリックします。

テストアプリケーションが配備されると、作成したレコードがテストデータベースに
追加されます。次のように、新しい Restaurantインスタンスの restaurantname

の値が左上に表示され、データオブジェクトが右上に示されます。
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結果は、「Results」領域に表示されます。

4. 「Invoke」ボタンをクリックし、 Restaurant Bean の findAll メソッドをテスト
します。

結果の領域には、次のように表示されます。

ここでは、3つの内容が返されます。これは、手順 3で作成した新しいデータベース
レコードが、第 1章で作成した 2つの Beanに追加されたことを表しています。

5. Bay Fox と入力してメソッドの「Invoke」ボタンをクリックし、
findByPrimaryKey メソッドをテストします。

結果の領域には、Bay Foxレコードが返されたことが示されます。

次に、エンティティ Beanのビジネスメソッドをテストします。

6. (左上の)インスタンス一覧で Data.RestaurantHomeの下に表示されている「Joe's

House of Fish」のインスタンスを選択します。

「Invoke Methods」領域に、getRatingメソッドが表示されます。
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7. getRating メソッドの「Invoke」ボタンをクリックします。

この操作の結果は、「Results」領域に次のように表示されます。

これは、データベースに新しいレコードが作成され、getRatingメソッドを使用し
てフィールドのいずれかの値が取得されたことを表しています。

作成されたオブジェクトを選択し、そのメソッドを呼び出してテストを続行します。
たとえば、Data.RestaurantDetailオブジェクトのいずれかの値を選択すると、
getter メソッドを呼び出してデータを表示することも、setter メソッドを呼び出して
データベースに新しいデータを書き込むこともできます。

8. テストが終了した後で、Web ブラウザで別の URL を指定するかブラウザを終了し、
テストクライアントを停止することができます。

Restaurant_TestApp と Customerreview_TestAppは、第 4章で使用します。

9. Customerreview エンティティ Bean のテストクライアントを作成し、
Customerreview Bean について、60 ページの「エンティティ Bean のテストクラ
イアントの作成」から始まるすべての手順を再実行してテストします。

注 - これらの手順では繰り返しが多くなりますが、Customerreview_EJBModule
は第 4章で必要になるため、この手順を省略することはできません。

テストアプリケーションを削除する場合は、最初にWebアプリケーションをマウント
解除した後で、Dataパッケージの J2EEアプリケーション、Webモジュール、EJBモ
ジュールを削除します。

これでセッション Beanを作成する準備が完了しました。



第 3章    EJB層の作成    69

EJBビルダーによるセッション Beanの作成
ステートレスなセッション Beanを作成し、クライアントとエンティティ Beanとのや
りとりを管理します。

1. Forte for Java エクスプローラで Data パッケージを右クリックし、「新規」>

「EJB」>「Session Bean」を選択します。

ウィザードが表示され、「セッション EJB型」区画が示されます。

2. 次の値を設定します。

状態 :ステートレス
トランザクション型 : コンテナ管理によるトランザクション
Transparent Persistenceと共に使用 : 選択しない

3. 「次へ」をクリックします。

ウィザードの「EJBコンポーネント」区画が表示され、このセッション Beanに作成さ
れるすべてのコンポーネントが示されます。

4. 「名前」フィールドに DiningGuideManager と指定します。

この名前を入力すると、コンポーネントの名前がすべて変更されます。

5. 「完了」をクリックします。

エクスプローラに、新しい DiningGuideManagerセッション Beanが表示されま
す。
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セッション Bean の create メソッドの作成

DiningGuideManager セッション Beanを作成したときに、createメソッドも作
成されているため、ここでは変更するだけになります。

セッション Beanは初期化に必要な途中の状態を保持しないため、ステートレスな
セッション Beanの createメソッドは引数をとりません。このセッション Bean の
create メソッドは、InitialContextを作成することによって開始されます。
create メソッドは、後で InitialContextを使用して必要なリモート参照を取得
します。

1. テキストエディタで、DiningGuideManager の create メソッドを開きます。

DiningGuideManagerセッション Bean
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2. JNDI で RestaurantHome インタフェースに対するリモート参照を検索するメソッド
をコーディングします。

3. 上記のコードの下に、CustomerreviewHome インタフェースに対する類似の JNDI

検索を追加します。

public void ejbCreate(){
System.out.println("Entering DiningGuideManagerEJB.ejbCreate()");
Context c = null;
Object result = null;

if (this.myRestaurantHome == null) {
try {

c = new InitialContext();
result = c.lookup("Restaurant");
myRestaurantHome

=(RestaurantHome)javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow (result,
RestaurantHome.class);

}
catch (Exception e) {System.out.println("Error: "+ e); }

}

Context crc = null;
Object crresult = null;

if (this.myCustomerreviewHome == null) {
try {

crc = new InitialContext();
crresult = crc.lookup("Customerreview");
myCustomerreviewHome

=(CustomerreviewHome)javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow(crresult,
CustomerreviewHome.class);

}
catch (Exception e) {System.out.println("Error: "+ e); }

}
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4. 次に、javax.naming パッケージの import 文を追加します。

この文は、ファイルの先頭にある他の import文の下に追加します。javax.naming
には、使用したlookup メソッドが含まれているため、必ずインポートします。

5. 最後に、myRestaurantHome と myCustomerreviewHome フィールドを宣言しま
す。

これらの宣言は、前述の ejbCreateメソッドの上の DiningGuideManagerEJB

セッション Beanの記述に追加します。

次に、DiningGuideManagerのビジネスメソッドを作成します。

ビジネスメソッドを作成して詳細データを取得する

DiningGuideManager Beanでは、「レストランの一覧を参照する」というクライア
ントの要求を受け取ったときに、Restaurant のすべてのデータを取得するメソッドが
必要になります。また、クライアントから顧客評価の一覧が要求された場合には、特
定のレストランについて Customerreviewデータを取得する別のメソッドも必要にな
ります。これらの要求に対処するために、getAllRestaurantsメソッドおよび
getCustomerreviewsByRestaurantメソッドを作成します。

1. 論理ノード DiningGuideManager を右クリックし、「新規ビジネスメソッド」を選
択します。

2. 「新規ビジネスメソッド」ダイアログで、次の値を入力します。

名前 : getAllRestaurants
戻り型 : java.util.Vector

import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.SessionContext;
import javax.ejb.SessionSynchronization;
import javax.naming.*;

public class DiningGuideManagerEJB implements SessionBean {
private SessionContext context;
private RestaurantHome myRestaurantHome;
private CustomerreviewHome myCustomerreviewHome;
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3. 「了解」をクリックします。

DiningGuideManagerセッション Beanのビジネスメソッドにメソッドシェルが作
成されます。

4. テキストエディタでメソッドを開き、次のコードを追加します。

このコードでは、Restaurant Beanの各リモート参照に対して
RestaurantDetailのインスタンスを取得し、それを restaurantListというベ
クトルに追加し、このベクトルを返します。

次に、顧客評価の一覧を取得するための類似のメソッドを作成します。

5. 論理ノード DiningGuideManager を右クリックし、「新規ビジネスメソッド」を選
択します。

6. 「新規ビジネスメソッド」ダイアログで、次の値を入力します。

名前 : getCustomerreviewsByRestaurant
戻り型 : java.util.Vector

public java.util.Vector getAllRestaurants() {
System.out.println("Entering DiningGuideManagerEJB.getAllRestaurants()");
java.util.Vector restaurantList = new java.util.Vector();
try {

java.util.Collection rl = myRestaurantHome.findAll();
if (rl == null) { restaurantList = null; }
else {

RestaurantDetail rd;
java.util.Iterator rli = rl.iterator();
while ( rli.hasNext() ) {

rd =((Restaurant)rli.next()).getRestaurantDetail();
System.out.println(rd.getRestaurantname());
System.out.println(rd.getRating());
restaurantList.addElement(rd);

}
}

} catch (Exception e) {
System.out.println("Error in DiningGuideManagerEJB.getAllRestaurants():

" + e);
}
System.out.println("Leaving DiningGuideManagerEJB.getAllRestaurants()");
return restaurantList;

}
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7. メソッドのパラメータを追加します。

フィールド名 : restaurantname
型 : java.lang.String

8. 「了解」をクリックします。

DiningGuideManager セッション Beanにメソッドシェルが作成されます。

9. テキストエディタでメソッドを検索し、次のコードを追加します。

getAllRestaurantsのコードと同様に、このメソッドも、Customerreview Bean
の各リモート参照に対して CustomerreviewDetailのインスタンスを取得し、それ
を reviewList というベクトルに追加し、そのベクトルを返します。

public java.util.Vector getCustomerreviewsByRestaurant(java.lang.String
restaurantname) {

System.out.println("Entering
DiningGuideManagerEJB.getCustomerreviewsByRestaurant()");

java.util.Vector reviewList = new java.util.Vector();
try {

java.util.Collection rl =
myCustomerreviewHome.findByRestaurantName(restaurantname);

if (rl == null) { reviewList = null; }
else {

CustomerreviewDetail crd;
java.util.Iterator rli = rl.iterator();
while ( rli.hasNext() ) {

crd =((Customerreview)rli.next()).getCustomerreviewDetail();
System.out.println(crd.getRestaurantname());
System.out.println(crd.getCustomername());
System.out.println(crd.getReview());
reviewList.addElement(crd);

}
}

} catch (Exception e) {
System.out.println("Error in

DiningGuideManagerEJB.getCustomerreviewsByRestaurant(): " + e);
}
System.out.println("Leaving

DiningGuideManagerEJB.getCustomerreviewsByRestaurant()");
return reviewList;

}
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EJB 参照の追加

セッション Beanを配備する場合には、その Bean のプロパティに、エンティティ
Bean (セッション Beanが呼び出すメソッドを持つエンティティ Bean)に対する参照が
含まれるようにします。いったん Beanが EJB モジュールにアセンブルされると参照
を追加することはできないため、ここでセッション Beanに追加します。

1. Forte for Java のエクスプローラで、DiningGuideManager Bean の論理ノードを選
択します。

2. Bean のプロパティシートが表示されます。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、Beanを右クリックし、コンテ
キストメニューで「プロパティ」を選択します。

3. 「プロパティ」ウィンドウの「参照」タブをクリックします。

4. 「EJB 参照」フィールドをクリックし、ブラウズ「...」ボタンをクリックします。

「EJB参照」ダイアログが表示されます。

5. 「追加」ボタンをクリックします。

「追加 EJB参照」ダイアログが表示されます。

6. Restaurant エンティティ Bean 用に次の値を指定し、「了解」をクリックします。

参照名 : Restaurant
説明 : (省略可)
参照される EJB名 : Restaurant
型 : Entity
ホームインタフェース : Data.RestaurantHome
リモートインタフェース : Data.Restaurant

参照 - ブラウズ「...」ボタンを使用して「参照される EJB名」を検索すると、「ホー
ムインタフェース」と「リモートインタフェース」フィールドには、値が自動
的に挿入されます。
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7. 同様に、Customerreview エンティティ Bean に参照を追加します。

「EJB参照」ダイアログは、次のように表示されます。

8. 「ファイル」> 「すべてを保存」を選択します。

これで、チュートリアルアプリケーションの EJB層が完成し、テストの準備ができま
した。エンティティ Beanをテストする際には、IDE のテストアプリケーション機能
によって、Web層と JSP ページが作成されます。JSP ページは、クライアントがブラ
ウザで参照することができます。

セッション Beanのテスト
DiningGuideManager セッション Beanをテストするには、IDE のテストアプリ
ケーション機能を使用します。セッション Beanのメソッドは、同じ層の他のすべて
のコンポーネント上のメソッドにアクセスできるため、この機能では、EJB層全体を
テストします。

セッション Bean のテストクライアントの作成

DiningGuideManager Beanからテストアプリケーションを作成します。次に、EJB
モジュールに 2つのエンティティ Beanを追加します。

注 - PointBase情報が、Restaurantおよび Customerreview Bean の J2EE RI プ
ロパティに追加されていることを確認してください。詳細は、60ページの「エ
ンティティ Beanのテストクライアントの作成」の手順 1から手順 5までを参
照してください。
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1. 論理ノード DiningGuideManager を右クリックし、「新規 EJB テストアプリケー
ション」を選択します。

「新規 EJBテストアプリケーションを作成」ウィザードが表示されます。

2. デフォルト値をすべて適用し、「了解」をクリックします。

進捗を表すモニターが表示されます。

3. エクスプローラに、テストオブジェクトが表示されます。

テストアプリケーションによって、DiningGuideManager_EJBModule、
DiningGuideManager_WebModule (マウント済)、および
DiningGuideManager_TestApp (EJBモジュールとWebモジュールが含まれている
J2EEアプリケーション) が作成されます。

EJBモジュールには DiningGuideManager Beanしか含まれていないため、2 つのエ
ンティティ Beanを追加します。

4. EJB モジュール (DiningGuideManager_EJBModule) を右クリックし、「EJB を追
加」を選択します。

「EJBを EJB モジュールに追加」ウィンドウが表示されます。

5. Restaurant エンティティ Bean を選択し、「了解」をクリックします。

6. Customerreview エンティティ Bean に対し、手順 4 と手順 5 を繰り返します。

DiningGuideManager_EJBModuleは、次のように表示されます。

7. 「ファイル」>「すべてを保存」を選択します。
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8. DiningGuideManager_TestApp J2EE アプリケーションノードを右クリックし、
コンテキストメニューで「配備」を選択します。

IDE の出力ウィンドウの「RI アプリケーションの配備」タブで、配備の進捗を確認す
ることができます。ここで、DiningGuideManager_TestAppというWebクライア
ントが配備されたことが示されます。

アプリケーションが配備されたことを確認するには、J2EEコマンドウィンドウを開き
ます。正常に配備された場合は、最後に「Application
DiningGuideManager_TestApp deployed」という文が表示されます。

次に、DiningGuideManagerセッション Beanをテストします。

テストクライアントによるセッション Bean のテスト

テストクライアントのWebページで createメソッドを実行して
DiningGuideManager セッション Beanのインスタンスを作成し、そのインスタン
スでビジネスメソッド (getRating) をテストします。

Webブラウザでテストアプリケーションを指定し、アプリケーションを開始します。

1. オペレーティングシステムで Web ブラウザを開き、次の URL を指定します。

http://localhost:8000/DiningGuideManager_TestApp

ブラウザに、テストクライアントとインスタンスリストが表示されます。左上のイン
スタンスリストには、DiningGuideManagerHomeのインスタンスのみが示されてい
ます。

2. DiningGuideManagerHome の create メソッドを呼び出し、
DiningGuideManager セッション Bean のインスタンスを作成します。

インスタンスリストに Data.DiningGuideManager[x]インスタンスが表示されま
す。これで、Beanの getter メソッドをテストすることができます。

3. 新しい Data.DiningGuideManager[x] インスタンスを選択します。

getAllRestaurants および getCustomerreviewsByRestaurantメソッドが有
効になります。



第 3章    EJB層の作成    79

4. getAllRestaurants メソッドの「Invoke」ボタンをクリックします。

64ページの「テストクライアントによる エンティティ Beanのテスト」で、データ
ベースに「Joe’s House of Fish」を作成した場合は、(右上に示される)作成されたオブ
ジェクトの一覧にサイズ 3のベクトルが表示されます。メソッドを呼び出した結果
は、次のように表示されます。このレコードを作成していない場合は、結果が多少異
なります。

5. getCustomerreviewsByRestaurantメソッドのフィールドに「Bay Fox」と入力
し、「Invoke」ボタンをクリックします。

データベースには顧客の評価がないため、CustomerreviewDetailレコードは返さ
れません (第 1章の表 1-4 を参照)。次に、「French Lemon」レコードについて処理を
行います。

6. 同じフィールドに French Lemon と入力し、メソッドを呼び出します。

2つの CustomerreviewDetailレコードが返されます。

7. テストが終了した後で、Web ブラウザで別の URL を指定するかブラウザを終了し、
テストクライアントを停止することができます。
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クライアントを作成する際の注意事項
これで、EatersDigest アプリケーションの EJB層を正しく作成することができまし
た。Forte for Java IDE のWebサービスモジュールによるアプリケーションのWeb
サービスの作成 (第 4章)、および、Forte ESPツールキットによるクライアントページ
の作成 (第 5章) を行う準備ができました。

独自のWebサービスとクライアントを作成する場合は、Forte for Javaテストアプリ
ケーションにあるガイドラインを参照してください。

DiningGuideManager Beanのように、セッション Bean にアクセスするWeb サー
ビスには、lookup メソッドを持つサーブレットや JSP ページを定義しておく必要があ
ります。これは、EJB層で、エンティティ Beanのホームインタフェースとホームオブ
ジェクトを取得するためです。テストアプリケーション機能によって作成されたWeb
モジュールには、必要なコードのサンプルが用意されています。

lookup メソッドの例は、Web モジュールの EjbInvokerクラスで参照できます。こ
のクラスの、WEB-INF/Classes/com/sun/forte4j/j2ee/ejbtest/webtest
ディレクトリを参照してください。
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たとえば、次のメソッドに lookup コードの例があります。

� EjbInvoker.getHomeObject

� EjbInvoker.getHomeInterface

� EjbInvoker.resolveEjb
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第4章

Webサービスの作成

この章では、Forte for JavaのWebサービスモジュール使用し、EatersDigest アプリ
ケーションのWebサービスを作成する方法について学習します。

この章のトピックは、次のとおりです。

� 83ページの「チュートリアルのWebサービスの概要」
� 86ページの「XML オペレーションの作成」
� 94ページの「Webサービスの作成」
� 95ページの「Webサービスの J2EEアプリケーションの作成」
� 97ページの「チュートリアルアプリケーションの配備」
� 97ページの「生成されたクライアントページのテスト」

チュートリアルの Webサービスの概要
この章では、EatersDigestアプリケーションの EJB層をWebサービスとして作成しま
す。この手順の一部として、コンポーネントを明示的に作成し、いくつかのものを生
成します。

ここでは、1つの論理Webサービスと、4つの XML オペレーションを明示的に作成
します。

� DiningGuideWebService Webサービス
� AllRestaurantsXMO XML オペレーション
� AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO XML オペレーション
� EnterCustomerReviewXMO XML オペレーション
� AddCustomerReviewXMO XML オペレーション
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また、実行時クラスとして、各 XML オペレーションに対するクラスとWeb サービス
に対するクラスを生成します。

� DiningGuideWebService.class

� AllRestaurantsXMO.class

� AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO.class

� EnterCustomerReviewXMO.class

� AddCustomerReviewXMO.class

また、Webサービスをテストするためのクライアントページとして、4つの JSP ペー
ジ (各 XML オペレーション用) と HTML の開始ページを生成します。

� AllRestaurantsXMO.jsp

� AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO.jsp

� EnterCustomerReviewXMO.jsp

� AddCustomerReviewXMO.jsp

� DiningGuideWebService.html

また、J2EEアプリケーションも明示的に作成します。このアプリケーションには、こ
れまでの章で作成したWebサービスと EJBモジュールを追加します。

Web サービス

Webサービスおよびその作成方法とプログラミングについては、『Webサービスのプ
ログラミング』を参照してください。

IDE で作成するWeb サービスは論理エンティティであり、これを使用してWebサー
ビスをプログラムします。Webサービスの機能を開発するには、XML オペレーショ
ンを作成し、それを論理Webサービスに追加します。また、Webサービスで参照す
る必要のあるドキュメント (JSPページ、HTML ファイル、イメージファイルなど) を
追加します。

XML オペレーション

XML オペレーションおよびその作成方法とプログラミングについては、『Web コン
ポーネントのプログラミング』を参照してください。
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XML オペレーションは論理エンティティであり、これを使用してWeb サービスの応
答メカニズムをプログラムします。作成する各 XML オペレーションは、特定のクラ
イアント要求に対する応答を表します。Webサービスがクライアント要求を受け取る
と、それに応答して 1つの XML オペレーションが実行されます。

各 XML オペレーションが、EJB層のオブジェクトにおいて、いくつかのメソッドを
呼び出すようにプログラムします。このチュートリアルのWebサービスでは、XML
オペレーションは、アプリケーションのエンティティ Beanにおいてメソッドを呼び
出します。

XML オペレーションは、XML ドキュメントの形式 (XML入力ドキュメント)のクラ
イアント要求を受け付けます。XML オペレーションは要求を受け取ると、XML 入力
ドキュメントの要素をパラメータ (XMLオペレーションで呼び出すメソッドのパラ
メータ)にマップします。次に、XML オペレーションはメソッドを呼び出し、戻り値
を XMLドキュメントとしてフォーマットし、ドキュメント (XML出力ドキュメント)
を返します。

ソースエディタを使用すると、XML ドキュメントやメソッドの呼び出しを手動でコー
ディングすることなく、XML オペレーションをプログラムすることができます。

実行時クラス

Webサービスのプログラミングが終了した後で、実行時クラスを生成します。実行時
クラスで直接作業することはありませんが、実行時クラスは、XML オペレーションや
論理Webサービスが含まれているパッケージに生成されます。

クライアントページ

Webサービスの実行時クラスを生成すると、論理Webサービスの Documentsディ
レクトリに、クライアントページも生成されます。これらのクライアントページは、
Webサービスのテストで使用します。また、すべての機能を装備したクライアントを
開発する際のひな型や参考として、クライアントページを使用することもできます。

XML オペレーションごとに JSP ページが 1つ生成されます。Web サービス全体につ
いて、1つの開始 HTML ページも生成されます。
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開始ページには、生成された各 JSP ページに対応する HTML フォームが 1つずつ含
まれています。テストの際には、これらの HTML フォームを使用して対応する JSP
ページを要求します。HTML フォームには入力フィールドが含まれています。これら
の入力フィールドによって、パラメータを必要とする JSP ページに対してパラメータ
を提供します。この処理の説明は、第 5章に記載されています。

開始ページから、これらの JSP ページのいずれかを要求すると、次の処理が行われま
す。

1. JSP ページが、対応する要求をWeb サービスに送信します。XML ドキュメントの
形式で要求を送信します。この形式は、Forte for Javaで提供されている ESPタグ
ライブラリを使用して作成されます。

2. Webサービスが、要求された XML オペレーションを実行します。

3. XML オペレーションは要求を処理し、XML 出力ドキュメントにデータを返しま
す。

4. ESPタグライブラリは、XML 出力ドキュメントからデータを抽出し、JSP ページ
は、Webブラウザに表示できるようにそのデータをフォーマットします。

XMLオペレーションの作成
Webサービスを作成する前に、XML オペレーションを作成します。ここでは、アプ
リケーションの 2つのエンティティ Beanのメソッドをベースとしたオペレーション
を作成します。

� AllRestaurantsXMO — Data.RestaurantHome.findAllメソッドをベースと
します。

Restaurant.getRestaurantDetailも呼び出します。RestaurantDetailオ
ブジェクトのコレクション (データベース内のすべてのレストランに対して 1つの
オブジェクト) を返します。
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� AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO —
Data.CustomerreviewHome.findByRestaurantNameメソッドをベースとし
ます。

Customerreview.getCustomerreviewDetailも呼び出します。
restaurantname パラメータを取得し、指定されたレストランに対する
CustomerreviewDetailオブジェクトのコレクションを返します。

� AddCustomerReviewXMO — Data.CustomerreviewHome.createメソッドを
ベースとします。

restaurantname、customername、reviewの入力データを取得し、
CustomerreviewDetailオブジェクトを返します。

ここでは、4つめの XML オペレーションも作成します。これは、Dataパッケージ内
のメソッドではなく、Webサービスのデザインユーティリティメソッドをベースとし
ています。このメソッドによって、アプリケーションで同じパラメータを渡したり、
返したりすることができます。アプリケーションは、このオペレーションを使用し、
レストランの名前を最初に Customer Reviewデータエントリページに渡し、次にその
名前を 3つのパラメータと共に JSP ページに渡します。JSP ページでは、Customer
Reviewをデータベースに追加します。この処理のための XML オペレーションは、次
のとおりです。

� EnterCustomerReviewXMO —
com.sun.forte4j.webdesigner.utilities.WebServicesDesignerUtili

ties.Identity メソッドをベースとします。

element1 という文字列 (restaurantnameフィールドで使用する文字列)を取得
します。

エンティティ Bean のメソッドに基づいて XML オペレー
ションを作成する

DiningGuide ディレクトリに、WebServiceという名前のパッケージを作成しま
す。次に、Webサービスウィザードを使用し、パッケージ内に 3つのXML オペレー
ションを作成します。
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WebService パッケージの作成

1. Forte for Java のエクスプローラで、マウントされている DiningGuide ファイルシ
ステムを右クリックし、「新規パッケージ」を選択します。

「新規パッケージを作成」ダイアログが表示されます。

2. WebService という名前を指定して「了解」をクリックします。

DiningGuide ディレクトリに、新しい WebServiceパッケージが表示されます。

AllRestaurantsXMO オペレーションの作成

1. 新しい WebService パッケージを右クリックして、「新規」>「Web Services」>

「XML Operation」を選択します。

「テンプレートウィザードから新規作成」の「XML オペレーション」区画が表示され
ます。

2. 次の値を入力します。

� 名前 : AllRestaurantsXMO

� パッケージ : WebService

これはデフォルトですが、この値が指定されていない場合は、「ブラウズ」ボタン
を使用してパッケージを検索してください。

� メソッド : Data.RestaurantHome.findAll

「ブラウズ」ボタンを使用し、以下のように論理 Bean からメソッドを選択しま
す。選択できない場合は、XMOエディタに正しく表示されません。
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� メソッドはこのクラスのコレクションを返します : Data.Restaurant

これは、Restaurantエンティティ Bean のリモートインタフェースです。前述の
メソッドの場合には、「ブラウズ」ボタンを使用し、以下のように論理 Bean から
リモートインタフェースを選択します。

ウィザードには次のように表示されます。

3. 「完了」をクリックします。

新しい XML オペレーションノード、およびそのコンテンツがエクスプローラに表示
され、Webサービスのソースエディタにオペレーションが表示されます。

4. Web サービスのソースエディタの「データソース」区画ですべてのノードを展開し、
新しいオペレーションのコンテンツを表示します。
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Webサービスのソースエディタには、次のように表示されます。

5. getRating メソッドを削除 (メソッドを右クリックして「削除」を選択) します。

6. (getRestaurantDetail の下の) 戻り値: Data.RestaurantDetail ノードを右ク
リックし、「展開」を選択します。

これによって、RestaurantDetailのすべてのフィールドがオペレーションに追加
されます。

ソースエディタの「XML 出力フォーマット」区画にフィールドが表示されます。ここ
で、フィールドのラベル文字が、Beanではすべてが小文字だった状態から先頭だけが
大文字に変わっていることに注意してください。このことは、後でコードで参照する
場合に非常に重要になります。
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AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO オペレーショ
ンの作成

1. 前の節で説明した手順 1 から手順 3 を使用し、次の値のXML オペレーションを作成
します。

名前: AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO
パッケージ : WebService
メソッド : Data.CustomerreviewHome.findByRestaurantName
メソッドはこのクラスのコレクションを返します : Data.Customerreview

2. ソースエディタで、AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO オペレーションを
開きます。

このオペレーションは自動的に開く場合もあります。開かない場合は、エクスプロー
ラでオペレーションをダブルクリックします。

3. ソースエディタの「データソース」区画で、メソッドの下のすべてのノードを展開し
ます。

4. getReview メソッドを削除します。

5. 戻り値 : Data.CustomerreviewDetail を右クリックして「展開」を選択し、
Customerreview フィールドをオペレーションに追加します。

AddCustomerReviewXMO オペレーションの作成

このオペレーションはコレクションを返さずに、以下の内容を作成します。

1. 他の手順と同様に、次の値の XML オペレーションを作成します。

名前 : AddCustomerReviewXMO
パッケージ : WebService
メソッド : Data.CustomerreviewHome.create
メソッドはこのクラスのコレクションを返します : (空白にしておきます)

2. ソースエディタで、AddCustomerReviewXMO オペレーションを開きます。

3. ソースエディタの「データソース」区画で、メソッドの下のノードを展開します。

4. getReview メソッドを削除します。

5. 戻り値 : Data.CustomerreviewDetail ノードは展開しないでください。

このXML オペレーションではフィールドは必要ありません。
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次に、最後の XML オペレーションを作成します。これは、作成したメソッドをベー
スとしていません。

他のメソッドをベースとして XML オペレーションを作成
する

このチュートリアルでは、Webサービスライブラリのメソッドを使用して同じパラ
メータをやりとりします。最初に、必要なメソッドを持つ Beanが含まれているライ
ブラリ JARファイルをマウントします。次に、前述の場合と同様に XML オペレー
ションを作成します。

Web サービスモジュールの JAR ファイルをマウントする

Webサービスモジュールから webservices-util.jarファイルをマウントします。

1. Forte for Java のエクスプローラで「ファイルシステム」を右クリックし、「JAR

アーカイブをマウント」を選択します。

「JARファイルをマウント」ダイアログが表示されます。

2. FORTE4J_HOME/modules に移動します。

3. webservices-util.jar を選択します。

4. 「マウント」をクリックします。

webservices-util.jar ファイルがエクスプローラにマウントされます。

EnterCustomerReviewXMO オペレーションの作成

Identity メソッドをベースとして XML オペレーションを作成します。

1. WebService パッケージを右クリックし、「新規」>「Web Services」>「XML

Operation」を選択します。

2. ウィザードで、次の値を入力します。

名前 : EnterCustomerReviewXMO
パッケージ : WebService
メソッド :
com.sun.forte4j.webdesigner.utilities.WebServicesDesignerUtilities.Identity

メソッドはこのクラスのコレクションを返します : (空白にしておきます)
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Identity メソッドを選択すると、「メソッドの選択」ウィンドウが次のように表示
されます。

3. 「完了」をクリックします。

エクスプローラに、新しい EnterCustomerReviewXMOオペレーションが表示され
ます。

4. ソースエディタで、EnterCustomerReviewXMO オペレーションを開きます。

このオペレーションは自動的に開く場合もあります。開かない場合は、エクスプロー
ラでオペレーションをダブルクリックします。

5. ソースエディタの「データソース」区画で「メソッド」ノードを展開します。

6. Identity メソッドのプロパティを開きます。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、メソッドを右クリックして
「プロパティ」を選択します。
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7. 「タグ名」の値を restaurantname に変更します。

ソースエディタの「XML 出力フォーマット」区画で、フィールドの名前が変わってい
ることを確認します。

これで XML オペレーションの作成は完了です。次に、Web サービスを作成します。

Webサービスの作成
DiningGuideWebService Webサービスを作成し、Webサービスに対する参照を、
作成した XML オペレーションに追加します。

1. IDE のエクスプローラで WebService パッケージを右クリックし、「新規」>「Web

Services」>「Web Service」を選択します。

「Webサービス」区画が表示されます。

2. 次の値を入力します。

名前 : DiningGuideWebService
パッケージ : WebService

3. 「完了」をクリックします。

エクスプローラの WebServiceパッケージの下に新しい DiningGuideWebService

Webサービスが表示されます。

4. DiningGuideWebService ノードを右クリックし、「参照を追加」を選択します。

ブラウズウィンドウに、マウントされたディレクトリが表示されます。
DiningGuide/WebService ノードを開きます。

5. 作成した 4 つの XML オペレーションを選択します。

Ctrl キーを押し、複数の項目を選択します。

6. 「了解」をクリックします。

エクスプローラの DiningGuideWebService/XMLオペレーションに 4つのオペ
レーションが表示されます。ここで、WebServiceファイルをコンパイルします。
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7. DiningGuideWebService ノードを右クリックし、「Java ファイルの生成 / コンパ
イル」ファイルを選択します。

オペレーションが完了すると、IDE の出力ウィンドウに「完了」と表示され、
WebService ノードの Documentsフォルダに、新しい項目が作成されます。

これでWebサービスが作成され、J2EEアプリケーションを作成する準備が完了しま
した。

Webサービスの J2EEアプリケーションの作成
次に、EJBモジュールとWebサービスのモジュールが含まれる J2EEアプリケーション

を作成します。アプリケーションに EatersDigestAppという名前を定義し、Dataパッ

ケージから DiningGuideWebServiceモジュール、Restaurant_EJBModule、

Customerreview_EJBModuleをアプリケーションに追加します。次に、アプリ

ケーションに Webコンテキストを指定します。

1. IDE のエクスプローラで WebService パッケージを右クリックし、「新規」>

「J2EE」>「Application」を選択します。

ウィザードが表示されます。
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2. 名前に EatersDigestApp と入力し、「完了」をクリックします。

WebService ディレクトリに、新しい J2EEアプリケーションが表示されます。

3. EatersDigestApp アプリケーションを右クリックし、「モジュールを追加」を選択
します。

「アプリケーションにモジュールを追加」ウィンドウが表示されます。

4. DiningGuideWebService ノードを選択し、「了解」をクリックします。

5. EatersDigestApp アプリケーションを開きます。

DiningGuideWebService のWARファイルと EJB JAR ファイルがアプリケーショ
ンに追加されています。

6. EatersDigestApp アプリケーションをもう一度右クリックし、「モジュールを追
加」を選択します。

7. Data パッケージを開いて次のモジュールを選択し、「了解」をクリックします。

Restaurant_EJBModule

Customerreview_EJBModule

(複数の項目を選択する場合は、Ctrl キーを押しながら項目をクリックします。)

注 - これらのモジュールが両方とも Dataパッケージに存在しない場合は、モジュー
ルを作成して追加する必要があります。60ページの「エンティティ Beanのテス
トクライアントの作成」を参照してください。

次に、新しい J2EEアプリケーションにWebコンテキストを定義します。

8. EatersDigestApp アプリケーションの DiningGuideWebService_Warファイル
のプロパティシートを開きます。

「プロパティ」ウィンドウが表示されていない場合は、ファイルを右クリックして
「プロパティ」を選択します。

9. 「Web コンテキスト」フィールドに EatersDigestContext と入力します。

10. 「ファイル」>「すべてを保存」を選択します。

EatersDigestApp アプリケーションの作成が終了し、配備する準備ができました。
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チュートリアルアプリケーションの配備
チュートリアルアプリケーションを配備する前に、IDE で J2EEリファレンス実装を
実行できるように設定しておきます。詳細は、12ページの「リファレンス実装を実行
するように IDE を設定する」を参照してください。

アプリケーションの配備では、テストアプリケーション機能によって配備した場合よ
りも長い時間がかかります (76ページの「セッション Bean のテスト」を参照)。

� IDE のエクスプローラで EatersDigestApp アプリケーションを右クリックし、
「配備」を選択します。

進捗状況を示すモニターが表示され、オペレーションの進捗が示されます。

IDE の出力ウィンドウの「RI アプリケーションの配備」タブで、配備の進捗を確認す
ることができます。最後に、EatersDigestAppの配備が完了したことを表すメッ
セージが示されます。

アプリケーションが配備されたことを確認するには、J2EEコマンドウィンドウを開き
ます。正常に配備された場合は、最後に「Application Restaurant_TestApp

deployed」という文が表示されます。

生成されたクライアントページのテスト
1. オペレーティングシステムで Web ブラウザを開き、次の URL を指定します。

http://localhost:8000/EatersDigestContext

ブラウザに、生成された開始ページが表示されます (エクスプローラでは、このペー
ジは、Documents フォルダの DiningGuideWebService HTML ページとなりま
す)。85ページの「クライアントページ」で説明したように、Webサービスのモ
ジュールは、XMLオペレーションに対してそれぞれ 1つの JSPページと開始ページを
生成します。このページには HTML フォームが含まれており、これを使用して生成
された各 JSP ページをテストします。EatersDigest チュートリアルの開始ページは、
次のように表示されます。
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このページで、各オペレーションが定義どおりに機能するかどうかテストすることが
できます。

2. テキストフィールドに French Lemon と入力して「Submit Query」ボタンをクリッ
クし、AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMO をテストします。
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アプリケーションは、データベースからデータを返し、このオペレーション用に生成
された JSP ページにデータを次のように表示します。

3. 開始ページに戻るには、ブラウザの「戻る」ボタンを使用します。

4. restaurantname フィールドに French Lemon と入力し、他の 2 つのフィールド
には任意の内容を入力します。AddCustomerReviewXMO オペレーションをテストし
ます。

たとえば、次のように入力します。
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5. 「Submit Query」ボタンをクリックします。

このオペレーションに対して生成されたページが、1つのオペレーションラベル付き
で表示されます (これについては、111ページの「顧客評価の追加」で変更します)。
データベースにレコードが書き込まれたことを確認するには、次の手順に進みます。

6. 開始ページに戻り、手順 2 を繰り返します (レストラン「French Lemon」についての
顧客評価をすべて取得します)。

古いデータに新しいデータが追加されて再表示されます。

次に、他のオペレーションをテストします。

7. 開始ページに戻るには、ブラウザの「戻る」ボタンを使用します。

8. 開始ページの「Submit Query」ボタンをクリックして AllRestaurantsXMO オペ
レーションをテストします。

新しいデータ
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この処理の結果として、次のようなページが表示されます。

もう一度開始ページに戻って、最後のオペレーションをテストします。

最後のオペレーションの EnterCustomerReviewXMOはヘルパーオペレーション
で、第 5章でも使用します。このオペレーションは、新しい評価を追加して表示され
るページに Restaurantnameの値を渡す際に使用します。詳細は、111 ページの
「顧客評価の追加」を参照してください。

EnterCustomerReviewXMOオペレーションをテストすると、入力した内容が返され
るかどうか、その内容が適切であるかどうかを確認することができます。

9. 開始ページに戻り、EnterCustomerReviewXMO オペレーションのページで任意の文
字列を入力します。

たとえば、次のように入力します。
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10. 「Submit Query」をクリックします。

結果のページに、入力した文字と同じものが表示されます。たとえば、次のようにな
ります。

これは一見したところは、あまり意味のないページですが、JSP ページとパラメータ
をやりとりする場合に重要になります。

これで、EatersDigest チュートリアルのWeb サービスの作成は完了です。第 5章で
は、用意されている HTML ページを使用し、完全なクライアントを作成します。こ
の HTML ページは、Webサービス用に生成されている JSP ページを使用します。
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第5章

クライアントの作成

この章では、EatersDigest アプリケーションの実行方法について説明します。ここで
使用する JSP ページは、第 4章で生成した JSP ページを基にして、外観や使い勝手を
変更しています。変更した JSPページは、
~/sampledir/tutorial/DiningGuide/CustomizedPagesディレクトリに格納
されています。

この章のトピックは、次のとおりです。

� 103ページの「チュートリアルのクライアントを開発する」
� 105ページの「変更した JSP ページをチュートリアルアプリケーションに追加す
る」

� 106ページの「チュートリアルアプリケーションの実行」
� 107ページの「変更内容について」

チュートリアルのクライアントを開発する
通常の開発プロセスでは、アプリケーション開発者がアプリケーションのバックエン
ド (EJB 層とWeb サービス)を開発し、Web設計者は、これとは別にアプリケーショ
ンのフロントエンド (クライアントのWebページ) を開発します。この際、メソッド
呼び出しと動的データの参照部分はプレースホルダを使用し、アプリケーション開発
に依存せずに作業します。ある時点でWeb設計者は、実際のコールおよびクライアン
トページに対する参照を追加する必要があります。
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Forte for Java ツールを使用した開発と Web デザインの
統合

Forte for Javaには、Webサービスモジュールと Forte for Java Enterprise Service
Presentation Toolkit (Forte ESPツールキット)が用意されており、これを使用してア
プリケーションのバックエンドとフロントエンドの統合をサポートします。

開発者はWebサービスを使用し、アプリケーションサービス層からメソッドを呼び出
す XML オペレーションを作成します。Web サービスの GUIを使用し、各オペレー
ションごとにテストクライアント JSP ページを作成できます。この JSP ページには、
オペレーションを呼び出すための Forte ESPタグが含まれています。これについて
は、第 4章で確認しました。

Forte ESPツールキットがアプリケーションのWebサーバーにインストールされてい
る場合は、開発者は、これらの XML オペレーションを Forte for Java IDE から Forte
ESPレジストリへ公開できます。

アプリケーションの XML オペレーションが Forte ESPレジストリに公開されると、
Web設計者は、Forte ESPの拡張機能がインストールされたデザインツールを使用し
て、オペレーションの動的データをページレイアウトの要素へグラフィカルにマップ
することができます。実行時には、データに動的にアクセスできるように JSP ページ
にカスタムタグが挿入されます。

Forte ESPツールキットの拡張機能は、Macromedia® Dreamweaver™と Adobe®

GoLive™ 用に用意されています。Forte ESPツールキット、および Dreamweaverと
GoLiveの無料トライアルバージョンは、Forte for Java のポータルからダウンロード
することができます。

EatersDigest の Forte ESP ツールキットの手順の省略

Forte ESPツールキットには、レストランを題材にした独自のチュートリアルがあり
ます。Forte ESPチュートリアルの設定ファイルは Forte ESPツールキットに含まれて
おり、動的データを挿入する方法 (Forte ESPタグとXMLおよび XSLTコーディングが
自動的に生成される仕組みを詳細に表すサンプル)は、『XML データサービス用 JSP
のプログラミング』に記載されています。XML オペレーションの公開、および XML
オペレーションを使用する Dreamweaver クライアントの開発のプロセスを説明した
簡単なチュートリアルもあります。これについては、Forte for Javaのポータルからダ
ウンロード可能な Enterprise Edition固有のサンプルに含まれている、「Hello
Suite」を参照してください。
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EatersDigest のチュートリアルでは、Web 設計者が Dreamweaverや GoLiveといっ
たアプリケーションを使用し、Forte ESPチュートリアルに記載されている方法と類
似したものを使用してクライアントWebページを開発していることを想定していま
す。また、Forte ESPツールキットがインストールされており、第 4章で Forte ESPレ
ジストリに作成した 4つの XML オペレーションが公開されている状態で、Web 設計
者がこれらのものをWebページで使用できると想定しています (ESPレジストリに公
開する方法は、『Webサービスのプログラミング』を参照してください)。

EatersDigest のチュートリアルアプリケーションを完了するには、完成したページを
WebService/Documentsディレクトリにインストールし、EatersDigest アプリケー
ションを再配備し、Webブラウザで最初のページを指定するようにします。

変更した JSPページをチュートリアルアプリケー
ションに追加する
変更した 4つのクライアントページは、ユーザー設定ディレクトリの下の
~/sampledir/tutorial/DiningGuideディレクトリにある CustomizedPages

サブディレクトリに保存されています。Forte for Java IDE で、sampledirディレク
トリをマウントし、Webサービスの Documentsディレクトリにファイルをコピー
し、アプリケーションを再配備します。

1. Forte for Java のエクスプローラで、ユーザー設定ディレクトリの下の sampledir

ディレクトリをマウントします。

2. ~/sampledir/tutorial/DiningGuide/CustomizedPages ディレクトリを展開
します。

4つの JSP ページが表示されます。
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3. 4 つの JSP ページを選択し、「編集」>「コピー」を選択します。

4. DiningGuide/WebService の Documents ノードを右クリックし、「ペースト」>

「コピー」を選択します。

5. EatersDigestApp ノードを右クリックし、「配備」を選択します。

配備プロセスが正常に終了したら、106ページの「チュートリアルアプリケーション
の実行」に進みます。

チュートリアルアプリケーションの実行
ブラウザで、配備したアプリケーションを指定して EatersDigest アプリケーションを
実行します。

1. J2EE が実行されていることを確認します。

詳細は、7ページの「Java 2 SDK, Enterprise Editionの起動」を参照してください。

2. ブラウザで、EatersDigestContext ディレクトリの DGAllRestaurants.jsp を
指定します。

たとえば、次のように指定します。

http://localhost:8000/EatersDigestContext/DGAllRestaurants.jsp

Restaurant Listingページが表示されます。
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3. 20 ページの「ユーザーから見たチュートリアルアプリケーション」の説明に従い、実
際に機能を使用してみます。

4. ブラウザを終了するか別の URL を指定し、アプリケーションを終了します。

変更内容について
カスタマイズした JSP ページと、Web サービスで生成された JSP ページを比較する
と、動的データを処理する際に表現とフローを作成するために使用した技術について
理解することができます。この節では、EatersDigest アプリケーションで、変更がど
のように行われたかを説明します。詳細は、『XMLデータサービス用 JSPのプログラ
ミング』に記載されている Forte ESPのチュートリアルを参照してください。

カスタマイズされたページはすべて、第 4章で説明したWebサービスで生成された
ファイルをベースとしています。ファイルの両方のバージョンについて、アプリケー
ションのメソッド対応の XMLオペレーションを、Forte ESPタグのコードブロック
<forte:esp> body </forte:esp>で参照することができます。ブロック内には、
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他の Forte ESPタグが定義されることもあります。実行時には、Forte ESPタグライブ
ラリ内の Javaコードが呼び出され、タグおよびタグの本体が処理されます。これらの
タグは JSP の実行時システムで処理されるため、タグを処理するために Forte ESP
ツールキットをインストールする必要はありません。

すべてのページにおいて、次の項目が標準的な HTML に変更されています。

� タイトル、表の列見出しの改善
� 表の罫線の消去
� レストラン表の一覧のフォーマットの変更

2つのレストラン一覧ページを比較してください。

図 5-1 生成されたレストラン一覧のページと DGAllRestaurants ページ
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顧客の評価を表示するページには、他にも違いがあります。

図 5-2 生成された View Customer Review ページと
DGAllCustomerreviewsByRestaurantName ページ

「HTML フォームでパラメータを渡す」、「顧客の評価を追加する」という 2 つのカ
スタマイズについて考えてみます。

HTML フォームでパラメータを渡す

Restaurant Listingページ (DGAllRestaurants)では、HTMLフォームが発行された
ときに、XML 結果セットのパラメータが渡される仕組みについて説明しています。こ
れは、ページに表示されている 2つのボタン (「View Customer Comments」と
「Add Your Comments」) によって実行されます。この処理は、すべて次のコードセ
グメントで表現されます。

コードセグメントは Forte ESPタグで始まります。このタグは、レストランの詳細オ
ブジェクトのコレクションを取得するXML オペレーション用に、Web サービスで生
成されます。次に、返されたレストランの各オブジェクトを表示するための XSL 文が
定義されています。2つのボタンに対してフォームがそれぞれ定義されています。

最初のフォームは、「View Customer Comments」ボタンを定義します。このフォー
ムでは AllCustomerreviewsByRestaurantNameXMOをベースとした
DGAllCustomerreviewsByRestaurantNameページを呼び出します。コードセグ
メント内で最初に強調表示 (太字で表示) されている領域では、Forte ESPタグ
<forte:inputtext>を使用し、AllRestaurantsXMOの XML 結果セットから
restaurantname パラメータを渡し、顧客評価の一覧を取得します。
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2番目のフォームは、「Add Your Comments」ボタンを定義します。このフォームで
は、Identity メソッドをベースとして element1パラメータを渡す
DGEnterCustomerReview ページを呼び出します (92ページの「他のメソッドを
ベースとして XML オペレーションを作成する」を参照)。XML オペレーションは、
アプリケーションで同じパラメータをやりとりできるように生成されています。

このフォームの強調表示 (太字で表示) されている領域では、<forte:inputtext>
タグを使用して element1 パラメータを渡します。

<forte:esp name="TestAllRestaurantsXMO"
sourceURL="local::AllRestaurantsXMO:"resultSet="AllRestaurantsXMO/Collection-R
estaurant/Restaurant/RestaurantDetail:Address, Cuisine, Description,
Neighborhood, Phone, Rating,Restaurantname">
<table width="99%" border="0">

<xsl:for-each select="AllRestaurantsXMO/Collection-
Restaurant/Restaurant/RestaurantDetail">

<tr>
<td><b>Restaurantname</b></td>
<td><forte:expand value="{Restaurantname}">Restaurantname

</forte:expand>
</td>
<td>
<form method="get" action="DGAllCustomerreviewsByRestaurantName.jsp">

<forte:inputtext value="{Restaurantname}">
<input type="hidden" name="restaurantname"

value="restaurantHolder" />
</forte:inputtext>

<input type="submit" name="ViewCommentsButton" value="View Customer
Comments">

</input>
</form>
<form method="get" action="DGEnterCustomerReview.jsp">

<forte:inputtext value="{Restaurantname}">
<input type="hidden" name="element1" value="restaurantHolder"/>

</forte:inputtext>

<input type="submit" name="AddCommentsButton" value="Add Your
Comments">

</input>
</form>
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顧客評価の追加

このアプリケーションでは、顧客の評価を追加するために、
EnterCustomerReviewXMOページをベースとして DGEnterCustomerReview

ページを使用し、データを収集します。DGEnterCustomerReviewは
DGAddCustomerreviewを呼び出します。これは、 AddCustomerReviewXMOオペ
レーションを使用してデータベースへ実際の挿入を行います。

AddCustomerReviewXMOオペレーション用に表示する開始ページの入力フォームに
ついて考えます。

図 5-3 AddCustomerReviewXMO 用に生成された入力フォーム

顧客評価を入力するための、カスタマイズされたページ (DGEnterCustomerReview)につ
いては、AddCustomerReviewXMO入力フォームが使用されています。

図 5-4 DGEnterCustomerReview ページ

ここで、EnterCustomerReviewXMOオペレーションによって、選択されたレストラ
ンの restaurantnameパラメータが「Restaurant Name」フィールドに挿入されて
いることがわかります。
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DGEnterCustomerReview ページのコードを参照すると、この処理がどのように行
われているかがわかります。

<forte:esp name="EnterCustomerReviewXMO" inline="true"
sourceURL="local::EnterCustomerReviewXMO:?element1={?element1}"
resultSets="EnterCustomerReviewXMO:restaurantname">

<form method="get" action="DGAddCustomerReview.jsp">
  <TABLE>
    <TR>
      <TD>
        <TABLE>
          <TR>
            <TH>Restaurant Name</TH>

 <TD>
            <forte:inputtext value="{EnterCustomerReviewXMO/restaurantname}">

<input type="text" name="restaurantname" value="restaurantHolder" />
             </forte:inputtext>
            </TD>
          </TR>
          <TR>
            <TH>Customer Name</TH>
            <TD>
              <input type="text" size="20" name="customername">
              </input>
            </TD>
          </TR>
          <TR>
            <TH>Review</TH>
            <TD>
              <input type="text" size="20" name="review">
              </input>
            </TD>
          </TR>
        </TABLE>
      </TD>
      <TD>
        <input type="submit" value="Submit">
        </input>
      </TD>
    </TR>
  </TABLE>
</form>

</forte:esp>
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最後に、DGAddCustomerReviewページで AddCustomerReviewXMOを呼び出して
データベースにデータを挿入し、すべてのレストランを表示します。

<forte:esp name="AddCustomerReviewXMO" inline="true"
sourceURL="local::AddCustomerReviewXMO:?restaurantname={?restaur
antname}?customername={?customername}?review={?review}"
resultSets="AddCustomerReviewXMO:Customerreview">

<table width="99%" border="1">
<tr>

<td><b>Customerreview</b></td>
</tr>
<xsl:for-each select="AddCustomerReviewXMO">
<tr>

<td><forte:expand value=
"{Customerreview}">Customerreview</forte:expand>

</td>
</tr>
</xsl:for-each>
</table>

</forte:esp>
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